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W　調　査　結　果

1．植生単位Vegetationseinheiten

　多摩ニュータウン西部地区の全域が踏査されて148の植生調査資料が得られた。自然植生につ

いてはさらに隣接地域の植生調査資料の収集が行われた。これらの資料は所定の群落表組み替え

作業の繰り返しによって群落組成表に組みこまれ，これまでの群落と比較検討された結果10群集，

7群落にまとめられた。

A　自然植生　N滋敬liche　Vegeもa重ion

l）　シラカシ群集

　QミΣercetur漉myヌfsinaefol三ae

　　　（Tab。3）

　西翻地区内には常緑広葉樹林はきわめて少ない。わずかに南大沢の人家や神社のまわりに残さ
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Phot．3．　南大沢民家にみられる発達した屋敷林シカラシ，ケヤキの生育するシカラシ群

　　　　　集ケヤキ堰群集

　　　　　BaueτlicherHofwaldm量之derZelkova　serrata－Subassoziation

　　　　　des　Querceもum　myrsinaefollae（Mlnaml・Osawa）
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れている。これらの断片的な常緑広葉林はシラカシ群集としてまとめられる。

　シラカシ群集は関東地方のローーム層が厚く堆積した台地や丘陵上に現在点々と残存している自
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然植生である。

　優占種のシラカシはブナ科の常緑広葉樹で，直根を伸ばしてローム層上で良好な生育をする。

結実もよく，毎年大量の堅果（いわゆ）るドングリ）が生産され90％以上の発芽率でよく発芽す

る。多くのシラカシ群集では高木層から草本層までシラカシが高い被度で生育する。西部地区の

シラカシ群集も各階層にシラカシがみられる。また，上級単位ヤブツバキクラスの種群が多く出

現し，シラカシ群集と判定された（Phot。3）。

　現存しているシラカシ群集の植分は面積がきわめてせまく70m2あるいは100m2ていどのとこ

ろもあった。高木林の植生調査ではふつう200m2以上の面積が必要とされるが十分な広さが得ら

れなかった林分がある。そのために隣接群落の構成種が多く混生していると考えられる。また調

査植分は屋敷林（組成表調査番号1，2，4），墓地（5，8），祠のまわり（3，6）などにあって

一難への人の立ち入りも多く，下草刈りなどの手入れがされているところもあった。

　種組成は優占種のシラカシのほかに常緑のジャノヒゲ，ヒカサキ，キヅタ，ヤブラン，ヤブコ

ウジ，ヒイラギ，シュロが高常在度で生育している。

　シラカシ群集は，その種構成の上から2つの下位単位に区分される。その1つはケヤキ，イヌ

シデ，イヌワラビ，アマチャヅル，クロモジ，ホソバシケシダなどの種群で区分されるケヤキ亜
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Phot．4．神社境内の常緑広葉樹アカガシ。この社叢にはアカガシをはじめアラカシ，シ

　　　　　ラカシの高木が生育している。
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群集（Subass．　vo且Zeikova　serratのである。ケヤキ亜群集は沖積地に近い斜面に

残存している。南大沢の屋敷林はその大半がケヤキ亜群集とされる。高木第1層をケヤキが高被

度で占め常緑樹のシラカシと四三照をなしている。ケヤキ距群集の立地は適湿でアマチャヅル，

ホソバシケシダなどのやや湿生の植物が区分種となっている（Fig．8）。

　特別の区分種をもたない典型亜群集はLl．i腹の中ほどから上部の方に生育地がある。常緑広葉樹

ぎ：鑑嚢

駅
Phot．5．　日枝神社の社叢で，シラカシ，アカガシ，マサキなどの常緑広葉樹が生育して

　　　　　いる。
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のピサカキ，ヒイラギなどが林内にめだち，林床はケヤキ亜群集に比較するとやや乾燥している。

質地のまわり，祠のまわりのシラカシ林はほとんどが典型亜群集である（Phot．4）。

　調査地域内の八幡神社にもカシ類の大木が繁茂している。高木層にアカガシ，シラカシ，スダ

ジイ，ツクバネガシ，低木厨にカヤ，ヤブツバキ，ピサカキ，シラカシ，草本層にタマノカンア

オイ，テイカカズラ，ジャノヒゲ，ナンテン，フユノハナワラビ，ヒメカンスゲその他が生育し

ている。特にこの蝕分のアカガシは胸高直径が0．7mもあり，八王子市の天然記念物に指定され

ているほどの大木である。境内のせまい場所に生育し，下草刈りなどの管理がゆき届いているた

めに階層が発達していず，’植生調査をするに十分な均一の林分ではなかった。

　また南多摩一帯の地域には特徴的に墓地にスダジイが植えられているところがあり，樹令100

年から150年の大木に育っているのが見かけられる。これらのスダジイは遠くからよく日だつ常

緑広葉樹の大樹ではあるが，植生調査結果を群落表で比較してみるとスダジイ林とはいえない。

調査番号6にはスダジイの高木が生育しているがその周辺はすべてシラカシの高木，低木が生育

している。スダジイは植栽の単木として生育しているが後継の若木は育っていない。

多摩丘陵のシラカシ群集：これまでに調査あるいは発表された多摩丘陵のシラカシ群集は総合常

在度表にまとめられた（Tab．4）。シラカシ群集は東京湾から約6km以上の内陸地域に生育して

いる。したがって藤沢市のような海岸性のカクレミノ，モッコクなどで下位区分される群落はみ

られない。ケヤキ亜群集，典型亜群集，モミ亜群集に下位区分される。モミ亜群集の区分種には

モミ，ヤマツツジ，アカマツ，マルバアオダモ，ナソハゼなどの貧養，酸性立地生の種群があげ

られる。常緑広葉樹種で常在度の高いのはヤブラン，ジャノヒゲ，シュロ，ヤブコウジなどの草

本層の植物であり，ついでアオキ，ヤブソバキ，ピサカキ，アラカシが続く。

　現在各地に点々と残されているシカラシ林のほとんどはケヤキ亜群集であり，典型距群集とモ

ミ亜群集の残存林はきわめて少ない。特にモミ1匿群集の高木であるモミは枯死木が目だってきて

いる。

　シカラシ群集ぱ多摩丘陵の潜在自然植生と考えられている。しかし，さまざまな人為的な作用

を受けたために各地で著しい変容をとげている。川崎市西菅地区のように80haの地域内にシカラ

シ群集の林分がまったく無い地域もある。また若葉台や多摩ニゴータウン西都地区のようにきわ

めて断片的な残存林分しか現存していない地域もある。神奈川県主では，はやくからシラカシ林

の重要さが認められて上草柳（大和市）と東高根（川崎市）に天然記念物として指定されている

ほどである。

　開発が加速度的に増加する首都闘にあってはシカラシ林の保全は困難な事態にある。それだけ

にふるさとの森といわれるように日本固有の植物あるいは東アジアの植物歯群の豊庫は，ただ単

に学術的な意味だけでなく無闇生存のための環境保全，災害防止，健全な人間の生活環境保証の

基礎となる。この意味からもシラカシ林はたとえ現存している小林分でも厳重な保全がのぞまれ

る。
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2）　コクサギーケヤキ群集

　　Orixo－Ze玉kovetum　serrataeass．nov．

　　　（Tab．6）

　栗木橋のたもとのケヤキ林はシラカシ群集と種構成を異にするコクサギーケヤキ群集としてま

とめられる。

　コクサギーケヤキ群集は1966年に関東地方の潜峯旺自然植生として学会に報告された（宮脇，大

場）。しかしその具体的な群落の構成立地，分布については十分記載はされなかった。

　今回の調査では多摩丘陵内の同じような群落の調査資料をあつめてTab．7にまとめられた。
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コクサギーケヤキ群集は相観的にはケヤキ林であり，夏にはシラカシ群集のケヤキ亜群集ときわ

めて似た相観を示している。しかし種組成上はシラカシ群集とは異なり，夏緑広葉樹林としての

性質が強い。

　高木層はケヤキの優撫することが特徴であり，’しかも常緑広葉樹類は被度も低く，ほとんど生

育していない場合もある。さらに低木層にコクサギが優謝し，ニリンソウ，イチリンソウ，セン

トウソウ，ムラサキケマン，ジロボウエンゴサク，ミズキが標旗種および区分種としてあげられ

る。ヤブツバキクラスの種群は低木層や草本層のキヅタ，シュロ，ジャノヒゲ，アオキ，ヤブラ

ンおよび常緑のシダ植物などが生育している。

　コクサギーケヤキ群集は冬季はケヤキの落葉によって明るい林床となり，地中植物の柚死体が

林床を被っている程度である。2月になれば，地中植物のジロボウエソゴサク，イチリンソウ，

ニリンソウ，ムラサキケマンが芽を出して明るい林床で活発な生育を続ける。ケヤキの新葉が出

はじめる4月未までにこれらの林床植物は十分に伸びて，やがて開花し，5月の中旬にはほとん

どその姿を消してしまう。5月初旬からクサギが開花し，その独得の臭気が林内に充満する。そ

の後幌内はケヤキの葉の茂りと共に暗くなり，常緑のシダ類や常緑広葉樹種が地表を被うように

なってくる（Fig．9）。

　コクサギーケヤキ群集の生育立地は現在のところ，主として丘陵部の小河川沿いに知られてい

る。栗木橋ぎわの林分も大栗川沿いの土砂の堆積した川岸である。川の蛇行の内側では運搬堆積

された土砂はほとんどが据一ムであり礫は比較的少ない。この二次的なロームの堆積地は排水が

不良で湿生立地である。ローム層は風化して通常かなり厚い腐植層をもつ黒ボク土壌を形成して

いる。また，嵐水時には冠水を受けることもあるが，林床が大きな破壊作用を受けることは少な

い。

　シラカシ群集ケヤキ亜群集との立地のちがいはその傾斜度，排水の良否，基盤のμ一ム層のち

がいなどがあげられる。すなわち，コクサギーケヤキ群集の方が，やや傾斜はゆるやかであり，

排水が悪く，したがってより湿性である。ケヤキ亜群集の立地はロームは一次的なその土地の風

成物で，厚さは比較すれぽ不均一である。

　また，三浦半島で報告されているイロハモミジーケヤキ群集に比較すると基盤の性状が異なる。

イロハモミジーケヤキ群集との立地のちがいは，河谷の形，土壌断面などで区：別できる。イロハ

モミジーケヤキ群集はV字漢谷で主として池子火砕岩層などの基盤上にみられる群集である。

　コクサギーケヤキ群集の分布は川崎市高津区のT2面の小谷から北側に知られている。同市黒

川にも不完全ながら残存林がみられる。多摩丘陵ないしは関東の平野ではケヤキの高木は諸所に

あって落葉樹中ではめだっ木である。中にはかなり大木がまとまって生育している場所もある。

しかし，全般的には有用木としての利用が激しかったためか林床はまったく保全されずに荒され

ていて，ケヤキ林として現存するものはきわめて少ない。またコクサギーケヤキ群集の立地が肥

沃な平坦地であるために畑などの耕作地に利用されている。
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Phot．6．　ヨシ群落は水湿地や貯水地内に生育している。
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調査地および調査者：Fundorte　u．　U凪ersucher　in　l～4：Iwanoirl－ike，　S．　Okuda（岩ノ入池

5；Tama　Miyawaki　u．　Tohlna（西部地区　宮脇，藤間）

　栗木橋ぎわの川沿い段丘のコクサギーケヤキ群集はニュータウン匹1部地区からややはずれては

いるが当地域の潜在自然植生を考察する上で欠くことのできない貴重な自然林である。

2　　・　　・

1　　。　　・

！　　・　2

2　　・　　・

・　　・　1

　奥田）hユ

3）　ヨシ群落

　jPIL｝・α9ηε髭ε8　coπ己配配πεs－Gese眼schaft

　　　（〔【、ab．6，7）

　西部開発地区には新しい貯水池がつくられている。これらの池の．中には水生植物群落が散見さ

れるがそれらはヨシ群落とされる。植生調査資料は圏道！6号線東側の貯水池で得られた。調査番

号1，2は水深80cmから30cmの池内でヨシが優占している（Phot．6）。

　調査番号3，4の場所は元，水田だった部分に水が深さ30cmほどで停滞し．ている。水田の畔に

生育していた種群が混生しているヨシ群落である。いずれの植分でも，夏季にはヨシが2m以上

にも生育して密生したヨシ群落を形成している。しかしこれらの群落は，成立してからまだ3～

4年を経過しただけで安定した植生とはいえない。むしろ水田耕作放棄地群落に似た点もある。

遣水の新しい胆水地ではイヌコリヤナギの優占する湿地も見られる。

多摩丘町っ卵生植物群落：多摩丘陵の水湿地植物群落は主としてヨシを伴う群落として記載され

ている。主な生育地として，南多摩の吃田，横源市旭区大池町などがあげられる。牛田の岩塁砦

を中心とする湿．地植生域は丘陵ゆで最も特徴的な生育地だったが不幸なことに日本住宅公団のニ

ュー ^ウン建設の際にあとかたもなくつぶされてしまった。吃田岩ノ入池の水生植物群落は総合

常在度表に示されるように多彩な出現種が記録されている。湿性地に対応して安定した水辺櫨物

群落が発達していた。水深，土壌の性質あるいは立地の乾湿の度合によってそれぞれの群落を形

成していた。またこれらの群落形成種のほかにモウセンゴケ，クモキリソウ，トキソウ，サギスゲ，

コシンジュガヤなどが生育していたという記録もある　（二上1966）。これらの多彩な植物群落に

比較すれば，西部地区の水生植物群落は出現種数も少なく単純な群落と言える。この事実には一

度破壊された自然や生態系の復元がいかにむずかしいかが示されている。調査された貯水池がま

だ造られてから数年を経ただけという新しいためと考えられる。吃E日岩ノ入池や別所長池なども，



37

轟轟鰯鋤善

縫繍轄

　　　　　　　　　　　蟹繋灘懇叢写糊灘．繋、麟難　謹欝　．霧、　　　、，・ン烈爆

　Phot．7．典型的な旧集落沖積低地の水田に続く畑．人家は南向きの斜面に並び背後に

　　　　　　は常緑樹からなる屋敷林が続く。

　　　　　　Typische　alte　Siedlung．　Im　Vordergrund　Reisfelder　und圭n　etwas　h6heren　Lage

　　　　　　Acker．　Auf　dem　hinter　den　Hausern　Bes匙五nde　von　I悔・〃。∫‘α‘ゾリ，∫加懸りリァcZαvar．

　　　　　　メ）’め8∫ぐ81～5undZelkova　serrata－Subassoziationdes　Quercetum

　　　　　　myrsinaefoliae．

元来は人工の用水池であった。それが数一卜年を経るうちにこの地方の在来種や渡鳥などに附着し

て飛来した水辺種によってきわめて変化に富んだ水生植物群落が次第に形成されていったと考え

られる。羅部開発地区の現在の水嚢ヒ植物群落は常在度表からもみられるようにまだ単純である。

しかし，生育地の環境がうまく保全されれぽ，ある程度まで植生の復元が可能になると期待される。

　ある地域の開発がすすみ生存環境が悪化した時に最も著しい影響を受けるのは着生植物と水生

植物である。したがって着生植物が多く水生植物群落が豊富な地域は自然度の高い安定した生物

的環境といえる。この意味からも水生植物の保全は団地造成上無視できない。

　なお用水や小川の流水縁にはクサヨシ，セリ，アメリカセンダグサからなるセリークサヨシ群

集の断片的植分も生育している。

8　代償植生　恥satzgese1蓋schaf£en

　多摩ニュータウン西部地区はほとんどの植物群落が人間のさまざまな管理のもとに成立してい

る代償値生である。人々は立地本来の自然植生を農業的生産性高めるために森林伐採，火入れ，
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放牧，緋作，採集，湛水，施肥，除草などのくり返しによって変容してきた。そのために丘陵に

も沖積地にも独特の農業：景観が形成されてきた（PhQt．7）。これらの農林業の管理はきわめて集

約的に行なわれてきた。谷戸の奥にいたるまで水田はテラス状に配置され，畑や水田をめぐる農

迫には野生のシバが生え揃っている。水田の畔は小まめに草刈りが行われて自生の多年生草本植

生からなる草原状となる。また丘陵地の大部分は雑木林で下草刈りや落葉かき，あるいはズかき

Phot．8．丘陵斜面のクヌギーコナラ群集。薪炭林として約10～20年ごとに憶伐され，崩

　　　　　芽から再生した二次林。

　　　　　Quercetum　acut圭ss呈mo－serra之ae　aneinemHang，das　um　Brennstoff
　　　　　zu　gewlnneD，　alie！0～20　Jahre　elnmal　gesch｝agen　wurde，　und　als　sekundare　Wa1（1

　　　　　verlungt　wird．
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などの管理によって明るい林床となっている。丘陵のところどころにはスギ，アカマツ，ヒノキ

などの針葉樹の植林が点々と配置される。これらはすべて代償植生である。また新しい道路や住
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一　　　　　Fig．　玲．　クヌギーコナラ群集断面模式
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　Phot．9．　クヌギの優駕するクヌギーコナラ群集Aufn．　Nr．15の林分。

　　　　　Bestand　der　Aufn．　Nr．！5　des　Quercetum　acut玉ssimo－serratae　mit
　　　　　dominier£e　Q’‘召π：～で∫ααで”∬～ノ〃α．

宅の建設などによって植生ぱ大きな変化を受けている。

D　クヌギーコナラ群集

　Quercet疑m　acuもissimo－serτatae

　　（Tab．8）

　薪炭として利用されている雑木林の調査結果はクヌギーコナラ群集としてまとめられる。多摩
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藤野灘霧，

il嚢難

灘灘灘、

難醸…

藷

叢窪難
醸響．

難

　Phot。！0。丘陵斜面部のクヌギーコナラ群集。皆伐後4～6年の晶晶林である。谷頭部か

　　　　　　ら丘陵上部にわたってヒノキが植林されている。

　　　　　　J菰ngererBes£anddesQuercetumacutissimo－se買atae，　etwa4～6Jahre
　　　　　　nach　dem　Sch生ag．　In　der　Mi£te　w装chs記elユkleiner　Forst　von　C1～‘zノ〃ααこyノ）αノ・’∫o舵μ5∠乙．

丘陵の二次林はクヌギーコナラ群集，オニシバリーコナラ群集，ムクノキーミズキ群落，イヌビ

ワーミズキ群落が知られている。

　西部開発地区のクヌギーコナラ群集では群集標慰種および区分種にミツバツチグリ，ヤマコウ

パシ，シラカシ，リンドウ，ササバギンラン，キンランなどがあげられる。また林冠を被うのは

萌芽再生力の強いコナラ，エゴノキ，クリ，クヌギ，ヤマザクラなどの夏緑広葉樹である。さら

にガマズミ，ヒメカンスゲ，ヒカゲスゲ，ニガナ，ヤマユリなどの多くの種群が上級単位の区分

種として加えられ，る（Phot，8）。

　クヌギーコナラ群集は2つの下位単位に区分される。ヤマツツジ，アカマツ，ツリバナ，ヤマ

ハンノキ，テリハノイバラ，オオバノトンボソウで区分されるヤマツツジ11：巨群集は乾性立地で尾

根部や急傾斜地によくみられる。調査番号9の群落は高木層にアカマツの生えた若叢林であるが

ヤマナラシ，ヤマツツジ，アカマツの難度が高い。またシラカシ群集一モミ」匿群集の区分種である

ナツハゼ，マルバアオダモも生育している。丘陵の尾根部にあって，しかもロームはうすく，基

盤の砂層まで1m以内の厚さである。この地域で「尾根通りにアカマツの高木とクヌギ，エゴノ

キなど落葉低木を主とする雑木林」（畦上！966）はこのヤマツツジ亜群集に相当する（Fig．！G）。

　特別な区分種をもたない典型亜群集は丘陵の下部の適湿地にみられる。調査番号15の林分は高
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木岐の生育がよく，四層構造をもち，噸数も多い。クヌギの被度が高いのは人為的に残されたも

のか移植されたものとみられる（Phot．9）。

　クヌギーコナラ群集は定期的に皆伐をされてきた。伐採の周期は8年ないし15年とされる。最

も生育の良好な林分では伐採後8年経てば薪炭材として使えるまでに生長する。地味が悪いとア

ズマネザサばかOが林床に優占して薪炭木の発育はおくれる（Phot．10）。

　西部地区のクヌギーコナラ群集にはススキクラスの種としてノガリヤス，アズマネザサ，アキ

ノキリンソウ，タチツボスミレ，リュウノウギ久タイアザミなどの種が混生する。またシュン

ラン，イチヤクソウ，ジャノヒゲ，ヒカサキ，ツルグミなどのヤブツバキクラスの種が低木層お

よび草本層に生育する。

　現在では，二次林に対する手入れは殆んど行なわれていない。したがって各林分とも，アズマ

ネザサの密度が高くなったり，あるいはクズなどのつる植物がはびこって林内の様相が変化して

いる林分が多い。

2）　アカマツ植林

　P〃㍑ε8　dθπS〃τ0アα脚Forst

　　　（Tab．9）

　常緑針葉樹の植林にはアカマツ，スギ，ヒノキ，サワラなどが丘陵地に点在している。単一樹

種の植林は少なく2種ないし3種が混植されている。谷戸あるいは山腹のわずかな面積に植えら

れていて，1ha以上の規模のところはない。またクヌギーコナラ群集中に列植されて境界木とな

っている所もある。西部開発地区のアカマツ植林はTab．9にまとめられる。

　アカマツ植林では種組成上から特にアカマツと強く結びつく種は知られていない。一般にアカ

マツ植林では林冠がすいていて林内は明るい。陽性のススキ，ノガリヤス，ノイバラ，サルトリ

イバラなどが林床に混生する。また二次林要素のコナラ，ガマズミ，クリ，アカシデなどが低木

層や草本層に生育している。下草刈りや枝打ちが行われなくなった林分では特にこれらの混生が

著しくなっている。また，フジ，ヤマノイモなどのつる植物もめだつようになる。

　ヤマツツジ，クロモジ，ウワミズザクラ，コウヤボウキ，シュンラン，ワラビで区分される下

位群落は丘陵尾根部上にあってアカマツは不丸丸に生え，一部は自生とみられる。マルバァォダ

モ，オオバノトンボソウなどシラカシ群集モミ瓶群集の区分種も生育しており，潜在自然植生を

うかがい知ることがぞきる。

3）スギ，サワラ植林

　Cr〃P彦07πεr’αノαPOπεCα。0んα7παεC〃Pαrεs　pfsεf召rα一Fo罫st

　　　（Tab．10）

　常緑針葉樹のスギは谷沿いに、サワラやヒノキは山足部に一般に植林される。多摩丘陵では山
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　　　　　　　Fig．！1．スギ・サワラ植林群落断面摸式
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の高度差が少ないことや各ローム層の保水力が高いためにスギも山足部に生育することができる。

そのためにこれら三種は多くの場合混植されている。

　スギやサワラはアカマツに比べて林冠は密閉されている。そのために低木層や草本層の三度ぱ

低い。陰樹のピサカキ，シラカシ，ヤブコウジ，ジャノヒゲなどのヤブツバキクラスの種が生育

する。特にシラカシは高木層にまで生長している場合がある。またやや湿生要素のホソバシヶシ

ダ，オオバジャノヒゲ，アマチャヅルなどが生育している。ベニシダ，ホシダ，イノデ，オクマ

ワラビ，ヒメワラビなどシダ植物も豊富である。多くの揚合出現種数は50種以上と多い　（Tab．

！0）。

　調査番号3の林分は構令15年ていどの若令林が密植されたスギ林である。林内には低木や下草
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　Phot．11．南大沢の丘陸斜面に植栽された落葉広葉樹種。イヌシデ，エゴノキ，コナラな

　　　　　　どクヌギーコナラ群集の樹種が多い。

　　　　　　Eine　Baulnschule　am　HUgel　1n　Minami　Osawa，　wo　mk　Cω汐～〃〃∬5‘ゐθ〃θ薩〃，3ら・πぼ

　　　　　　ノ妙。ノ’～αz，（ぴ〃8’η’5∫ビ’フ羅‘’u．a．Arten．diemeistenszum　Quece匙um　acutiss－

　　　　　　irnO－Sefratae　gehdren．

がほとんど生育していない。鍵盤の間伐，下草刈りや下枝打ちもあまり行われたあとがなく，林

冠は極端にうっ閉している。

　西部地区には10年前にはスギ植林，ヒノキ植林，サワラ植林などが点々とあったことは古い航

空写真から判読される。宅地開発が決まってから有用木の大半は伐採されてしまった。下草刈り

の最近行われていないスギ・サワラ植林は密閉した林冠のために林内環境は自然林に近くなり自

然植生構成種の保存地となっている。しかし皆伐によって機械的な破壊を受けると共に林内環境

の急変によって植物はきわめて大きな影響を受けることになる。調査番号2番のスギ，サワラの

混生林は試験道路の北側の凹地にかろうじて残っている林分であるが，出現種数は56で難度は高

くないが潜在自然植生を示す種群が多く生育している。

4）落葉樹植林

　Baumschule　Init　sommergr賎nen　Ba塾men

　　　（Tab．11）

　宅地造成予定地内の畑の跡地にはクヌギ， アカシデなどの落葉樹を植えた植林地がある。苗圃
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　　　　　　Fig．12．落葉樹植林断面模式
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とも呼ばれていて，造成の際に破壊される林から種々の二次林櫛成種が移植されている。またト

ウカエデやイタリャポプラなどの外来種も移されていて，将来の団地緑化のために準備されて

いる。植林地の植生はTab．11に示される（Phot．11）。

　ハルジオン，ヒメジョオン，イヌタデ，カラスビシャク，ヨモギなどの畑地雑草群落あるいは

放棄畑地雑草群落の種群が林床に生育している。植栽林は枝を切りつめて植えられ，支柱で止め

られている。そのために群度は高くても被度は少ないので林床へはよく陽光がさしこんでいる。

管理の仕方や移植の方法のちがいによって2つの下位群落に分けられる。ハハコグサ，イヌガラ

シ，ウシハコベ，ハナイバナ，オオアレチノギク，カタバミなどによって区分される下位群落は

低木や外来種の圃場の群落である。移植に際しては樹木だけが移植されて，雑草や二次林の構成

種はすべて除かれた。さらに年に1～2圓の除草や施肥が行われているので畑地と同じような好

窒素性の雑草が生育している。

　イヌシデやコナラの高木は移植されるときに株の根元に二次林の構成種を残したまま植えられ
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ている。この林分はクズ，ススキ，チガヤ，トコロなどを伴うド位群落とされる。管理方法にも

若干のちがいがあり，除草もやや簡単にされている。

　この圃場は，現在は種組成からは畑放棄地のヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落と判定

される。ただ，高木層を被う植栽樹種が次第に生長して林床を広く被うようになると急激に種組

成は変化していくと考えられる。

5）　モウソウチク；林

　Pん〃π08fαcゐ〃s　IL8fθroc〃。εαvar．　P配6θ8cθπs－Bestand

　　　（Tab．12）

　屋敷の背後から一医二陵の中腹にかけてモウソウチク林の広がっているところが諸所にある。西部

地区：のモウソウチク林はTab．12にまとめられる。

　モウソウチクは中国原産のイネ科の植物で食用および用材として広い用途をもっている。日本

に渡来してからの日は浅い（約20〔〕年）が，日本各地に広く植栽される。地下茎で繁殖して生育

域を広げ，日本の在来の植物群落と変わらない景観形成要素となっている。東京近郊ではモウソ

ウチクは主としてたけのこ生産の目的に栽培管理されていた。たけのこを採取する竹林では夏の

間に地下茎を掘りおこして切り，再び土中に植えて施肥や除草あるいぱ一ド草刈りが頻繁に行なわ

れる。一モウソウチク林では林冠は80～90％の植被率で被われて密閉されてしまう。そのために林

総難； 麟譲鰭
難論難

蟻
Phot．ユ2．沖積地に接してひろがるモウソウチク林。

　　　　　刀1き〃。∫’ζ～‘加P5乃8’‘ゴノー0‘き，ご／ごz　var．♪～’ゐ‘ノ∫αノ〃∫一Bestanくl　am　FuBtel｝HangS．
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床の値生は比較的少なく，しかも被度も低くなっている（Phot・12）・

　アマチャツル，ドクダミ，イヌワラビ，マユミで区分される下位単繊ま丘陵の下部にある竹林

で，林床ぱより湿性である。また人為的な手入れが比較的よく行われている林分である。それに

対して典型下位単位は丘陵の中腹部セこひろがった竹林で立地はやや乾いている（Fig・13）。

　モウソウチク林内にはその立地の潜在自然植生を示すヤブツバキクラスの種が多数生育してい

る。シラカシ，ピサカキ，シュロ，チャノキ，ヤブコウジなどで，特にシラカシの出現率が高い。

モウソウチクは常緑であり，冬でも部内環境は常緑広葉樹林とほぼ同じに保たれると考えられ

る。そのために常緑広葉樹種がよく芽生えて草本層に生育する。しかしやがて下刈りや除草など

の人為的作月1が及び，しかもモウソウチクの地下茎が樹木の生長を阻害するようになると常緑樹

の生長は緩慢になる。面部地区ではマダケの混植林はみられなかったが，各種の農業用具をつく
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るための用材としての性質はマダケがすぐれていると言われている。

　多摩丘陵各地では，かってたけのこの生産が盛んだった近郊地のモウソウチク林はほとんどが

顧みられなくなり，わずかに自家用のたけのこを採取するにとどまっている。したがってモウソ

ウチク林の荒廃は著しく，つる植物の繁茂，枝折れ竹の放置によって籔になってしまっている。

6）　メダケ林

　∠4rππ♂επα7・εα8ε配。π髭一・Gesel茎schaft

　　　（Tab．13）

　南大沢の大田川沿いにメダケ林があったがその大部分は調査開始時に用水工謁￥のため姿を消し

た。大栗川の資料によってメダケ群落はTab．13にまとめられた。

　メダケは東北地方から南に広く分布している。その地下茎は他のササ類に比べて深い。したが

って土壌の深い急傾斜地でしかも通気や水分補給のよい川沿いや海岸に先駆植生または二次的植

生として育ち易い（Fig．14）。多摩丘陵では小河川の縁や人工的な用水などの縁に密集した帯状

、

別

w

盈 ’

N
H

“

ρ

1 2
を

3 2 2 4 5 6
27

Fig．14．メダケ林、群落断面模式

　Vegetat1onsprofil　des孟η‘7～‘♂∫〃αハ勉

　∫’ノ〃01z距一一〕Bestandes．

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7，

ウシハコベ翫〃αガαα9‘‘磁∫6α

メダケ　A’闇～罐‘茄～α♪ゴα5fη｝0π∫

ヤブカンゾウ　H61〃8ノηcα〃∫ル加α

　　　var．た？矧α〃∫0

スギナ　Eσ認5顔〃πα1刀8ノ～58var・

　　　う。／r8αあ

ノビル　∠生”加厚gπり雇

フジ　W緯α’伽∫ZO1茄μノZ4α

ニジンソウ　ゑ〃8〃10〃。／Zα66左♂α
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Nr．　d．　Aufnahme＝

墜）atum　d．　Aufnahme：

：13xposltlo11：

．Neigung（。）：

Grδβe〔i，　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）；

1）eckung（L　Strauchschicht（％）：

H6he（1，王（rautschicht（m）：

i）eckung　d．　Krautsch量cht（％）：

Artenzahl：

Trennart　d．　Gesellschaft：

　．窪，・Z∫〃6♂∫〃α1・々ε5’〃～0〃～∫

B・g！eite・・

　Eg”～泓～〃ノ♂‘〃’・こ・8〃∫‘ゴvar酒・敵魚

　〃　〃〃8’りCα〃5ノ期し，αvar．航・α〃5θ

　｝γ～∫’ω弓～α！Zo”1ろ～〃～4α

Tabユ3メダケ林
．4？wκZ∫〃‘〃一～‘匹∫1〃～o〃～∫一Gesellsc1玉aft

調査番号
言周　査　月　口

方　　　　位

傾　　　　斜
調　査　面　積

低木牌の高さ
　〃　　植被率

：苧：本層の高さ

　〃　　植被率

出　現　種　数

1　　2
75　　〃

5

5

3

〃

40　　15　　15

3　　3　　1．5

70　　　　80　　　　80

0．3　 0．3　 0．5

10　　5　　30

！6　　8　　5

1Vθブκ∫加〃め⊃，‘～5

．．．
P，フ〃～4∫ノ～ω一1ζ濫ぐんピ〃0

5孟〃α’ゾαα（～zκ話’α乙

召1〃〃遅Zκ5∫α〃，40〃∫

脇ら・9‘川κ’π∫6雇廊〔ノ∫1θμ

且〃6川（川6！！αごζゴ‘1α

7「マノゴでゾ～05α〃”z‘ヨぶ　‘1‘‘〃ノ〃‘ノズθ～‘1君5

／v盈〃帰8’ノマリ厚

ムyωノゾ57㍑4～‘漉孟

1）ノ〃6～z～α’ω一〃α‘‘‘

ゐθπ！‘溜τ‘ブ妙。〃～6ζz

ゐyご1’〃μC痂〃0〃5〔ノ

G～ご。乃。ノ〃ζ‘　1～（ナ6Z‘！ノτεビ‘ノ‘τ　var．　9フτ‘〃61～5

50μ♂α∫01〃。∠4榔

5αノ～fα‘Zα（ゾ正～7～（ノ〃5～∫

且。んツ’闇α’～彦ゐ8∫漁～〃・～σ～

α6ノ〃‘漉5孟。〃～ヴZo’η

C‘砂η冨～αブ‘ψθ〃～こごし

群落区分種
　メ　タ　ケ

随　　伴　　種

　ス　ギ　ナ

　ヤブカンゾウ

　フ　　　ジ

ク　　　　ワ

ァズ’マネザサ

ウシハコベ

カナムグラ

ママコノシリヌグイ

ニリンソウ

カラスウリ

ノ　ビ　ル

ヒガンバナ

カラスピシャク

スイカズラ

ク　　　　コ

カキドオシ

ツ　ル　ボ

ウ噛マノミッ／ミ

ヒナタイノコズチ

センニソソウ

ヤブカラシ

S

K
K
S

K
S

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K：

K
K
K
K

3。3　　4，4　　5．5

！。2

　十

　●

　十

2．2

十。2

　十

　十

　十

十。2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　●

o

●

●

●

o

十

1．2

十

〇

●

●

o

●

●

o

o

●

●

●

十

十

十

十

〇

o

十・2

L2

　0
o

■

●

●

●

■

●

o

●

●

o

●

●

●

●

o

十

十

のメダケ林をみることがある。

　西部地区のメダケ林も低木層が70～80％の被度で被われている。低木層の密度が高いので草本

層は貧弱である。河川から運搬される有機質土壌が堆積しているのでウシハコベ，カキドオシ，

ツルボなどの好窒素性植物も生育している。調査番勢1の三分は桑蜘の放棄地に隣接したメダケ

林で，出境種数も多い。多くの林分ではメダケのまにフジやクズがまきついていることが多い。
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　　　　　Tab．14　クズーカナムグラ群集

Puerarla　lobata－Humulus　scanclens…Ass．

Nr，　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：
調査番号
調沓年．月1三1

1

47

11

23

2

〃

3　4　5　6　7　8　9
74　　74　　74　　74

8　11　1／　11　〃　　〃　　〃

28　　23　　10　　23

Expos量tion：

Neigung（o）：

Gr6Be　d．　Probeflache（エτ12）：

H6he　d．　VegetatiQn（m）こ

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

Trennarten　d．　Gesellscha｛ten＝

　1％．超アU1・～αZOゐα’α

　H～〃〃．μ’κ5∫ビα〃♂8ノ～5

　盛五∫6α〃〃zκ∫5ガノzoノ～5∫5

　Co〃〃πθZllノ～αco〃♂ノ〃zθ315

　E1’～96’w～ρんfπα漉砂1～．！α‘∫

　E1’～9庭ノ1ηノ～α〃～醒f∫

　！：11フ〃～4加81♂α1孟！ノー’α

　Gα疏．θ’hψ♂．‘．1¶”．θ〃．var．εc妬剛・（・！w〃己

　204）｛go〃μノμZo〃9’～∫部’〃μ

Begleiter：

　ん層孟〔～〃ゑ～5∫‘り）ヂ〃～cψ5

　Lαぐ’故旧ル～6万6αvar．　Zα6～ノ蕗‘庭ご～

　Eg’‘～5改〃〃．αノマ・8ノ～∫βvar．わω虚4αZ〔～

　s紐παノゴααくμα孟’α諺

　ノ：19’妙ツ’w～たα〃ム（とタ～

　且（流yノη〃疏郡ノ2Z～び躍1

　ん646ノゾα∫（・α〃46ノ～5var．〃，αノノ・‘ノ～

　謡zぐzα脚ω’τz‘泌α

　Eノ’18御脅0〃6α〃α6～6〃豆∫

　1）∫0∫ビ0’「6α　オ0々0’蘭θ

　五ノー跡〃♂ガ〃‘〃ゴα‘置ん～〃O

　Ro5α〃～’．‘なゲ70ズα

　Q～超1でκ∫5（♂1・ノτε㍍～

プゴ　　　．位

傾　　　　斜
調　査　面　積

耀〔生の高さ

　　　被　率
出　現　種　数

群．落区分種
　クズ

　カナムグラ

　ススキ

　ツユクサ

　ハルジョオン

　ヒメジ三！オン

　トダシバ

　ヤエムグラ

　．イヌタデ

随　　伴　　種

ヨモギ

アキノノゲシ

スギナ

ウシハコベ

カモジグサ

ヒナタイノコズチ

ヘクソカズラ

タケニグサ

ヒメヒカシヨモギ

トコロ

アズマ．ネザサ

ノイバラ

コナラ

“r一“rES．～Vs“τ一SE
！5　　－　　15　　5　　　5　　　5　　15　　－　　！5

4：0　　40　　12　　64　　80　　25　　64　　40　　25

0．50．40．6　2．20．5　2．32．2　　1　　2

90　　90　　90　　90　　80　　80　　90　　90　　90

1（）　　！2　　12　　！9　　！5　　12　　！4　　14　　13

2，32．25．55．55，43，34，55．55。5

4．44．4　 ・　　。　　・　　。　　。　　・　　。

●

●

，

●

●

・1十・2十。2十・23．31．21．2！．2：

・i＋÷＋＋2・2＋L2…
・：F・・2・2＋’21・2L2！・2…

F

・…　　・　　・　　十　2．2　　・　2．2十・2

●　　。　　●　　十　　・　　。　2．2L／：

●　　・十●2　　。　　。十。2　　●　　。i

・．　・　　十　　 。　　・　　・十。2！．2　

十・2L2
　十　　。

　・2．3

　十十。2

　十　十

L2十・2

o

÷十。2÷92　！．2一←・2　L2十・2

・　L2　 十　　。　1．2十・！十・2

・　2．32．21．2！．2

・　　→一　L2　　。十．2

・　十　　・　十　十

。2，2　・　。　・

・　十

。十・2

O　　　　　　o

〇

十

〇

o

十

÷

o

o　　　　　　●

●　　　　　　o　　　　　　●

十L2
。　十

〇　　　　　　■

・　十

。十。2

0　　　　　　0

十　　・

O　　　　　　o

。2．2

0　　　　　，

o

十

〇

o　　　　　　●

●　　　　　　●

。L2
o　　　　　　o

●

●　　　　　　o

・　　　　　　◎

●　　　　　　●　　　　　　●

・L！

十　十

　！園出現極：AuBerdem　le　e圭nmal　in　Aufn．　Nr．　L　R♂〃〃〔切ノ‘ψoノ’！‘2〃∫ギシギシ　十，　E～論oZ捻！αご〆／忽’‘‘

ナギナタコウジュ十・2，in　Nr．2二Cθ鯉‘1‘ぬ∫譲，∫5αムラサキケーマソ÷・2，」．．V／～正↓滉9r㊧・ピノビル十。∫：、5如噌

49君1瀦‘o～4（タ5var．　o’し，αな郎ノコンギク　十，0〃θビ♂♂α∫6〃∫！～｝’♂∠∫var．加‘（ヲ〃’～4）’‘‘コウヤワラビ’1。1，　G／8‘「／～．θ〃～ζ乙

1z‘ガ碗z‘76αvar．8ーノて〃～4おカキドオシ十，in　3：．U～’∫∫ノ∫（7ψノ々αvar．／（，ゐα’αエビヅノレ÷，∫・1〃4）ノ，～α〃♪ごπ～α‘ノ・～功8，・～〃σ

ヤブマメ÷，Eノーα7／z．’”65ノ～～6π‘‘ガb／～αダンドボロギク十，　E‘，ノ～．～〃。‘〃。αビ1’”∫一8て〃！イヌビエ十，　in　4：Rz‘δ砒

α々α〃召アカネ十・2，M！θη∫’昭’々‘〃」画〃”〃8’θμvar．ρ04y∫’α‘71弓’～‘〃～アシボソ2．3，・∫～（くg郡ろ（娩！α♪’め8梶8〃∫

メナモミ2．2，Tα1τ鵡α（：「♂〃π〔〃～ご加α面セイヨウタンポポ十，V～‘，～α∫ψ々’ノ〃カラスノエンドウ十，＆～如ブ1α

プa伽’∫アキエノコログサ十，Vωη〃加汐8’316αオオイヌノフグリ十，1115：瓦脚～’α’こ，1”o∫αクワクサ÷，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5三

ln　6；加〃～‘ヒ聯∫‘ψθノ’～α‘スイカズラ十，　ln　7；泣‘／ど〃〃ヵ～〃抑‘；℃〃’〃ヒメオドリコソウ十，α配∫’∫〃’〃

g♂θノ〃6’㌃～々〃〃オランダミミナグサ十，ノあむgo〃～〃〃／‘4κz晒ヴンノ”〃’〃オオイヌタデ十，　h18：∫〃ψω冨α（ヅ～〃一

‘／承泓var・た08ノ～忽’～チガヤ十，　R〃ゐ～’5〃’～θηρ／～3”榔ニガイチゴ1・1，”b雇々O’〃～αα〃ぜ‘エ’αドクダミ1・2，

C～ノ糖〃〃〃吻》o〃16’〃〃v鍵．～〃ω〃ψ々〃〃タイアザミ÷，in　9：E1ゴ宮6ノ「θ〃∫’〃ノκ4’τ〃∫15オオアレチノギク十．

7）　クズーカナムグラ群集

　Pueごar圭a　lob綾もa＿．．H殺m疑1us　sca鷺dens＿A、ss．

　耕作放棄地にはクズやカナムグラなどのつる蒸物を主とする群落が広くみられる。（Tab，！4）。

　クズーカナムグラ群舞二は沖積地の畑放鑑地に生育するものではカナムグラが優占し，クズ，ヨ

モギ，ヒナタイノコズチなどが疵生する。カナムグラとクズは同じ生活形をもっており，ほぼ同

様な空覇を占めている。しかし，次第にクズの難度が大きくなり，やがてはアズマネザサースス

キ群集に移脅するとみられる（Phot．13）。

　畑耕作が停止さ藩τて3，4年以上が経過した丘陵上の畑跡のクズが擾塾する群落ぱ，ツユクサ，

ハルジオン，ヒメジョオン，トダシバ，ヤエムグラなどの耕地雑草を合む種群で区分される。

　自然植生ではつる植物が林縁に帯状の群落をつくってマント群落の機能をもつとされている。

しかし文化象観の中では1時的な立地の撹乱あるいは環境条件の変改によって地表を広範闘に被

Phot．13．クズーカナムグラ群集は畑の耕作．放棄地にひろくみられる。

　　　　　PUerarla　lOb醗a－HUmUIUS　sCan（lenS－ASS．．ciie　aUl　l）raChliegen（len

　　　　　Acker11　Zufinden　lS赴，
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ってしまう。しかし遷移が進むにつれて低木のマント群落あるいはススキ草原へと移行するもの

が多い。

’

爵　．’

3

・／ U

麟鋳羅
　　8
’　7

10

ユ　　　　　　4

　　3

一一一a

5

b

　　　　　　　　　Fig．！5．クズーカナムグラ群集

VegetatiQnsproflldesPueraria　lobata～Humulus　scandens－Ass．

1．　ヒナタイノコズチ　　ゑ61り・π〃～〃～（βノ≧‘～〃廊’

2，　カナムグラ　　刀1μ〃日面∫灘αノκ18ノ’∫

3．　クズ　　　／「〃81切一1αZOゐα’‘‘

4．　ヨモギ　　且惚〃ぬ～α∫》ノカκゆ5

5．　ヒメムカシヨモギ　　．Eノ闇な。’用。〃ατ〃α‘1ピ〃∫1∫

6．

7．

8．

9．

10，

イヌタデ　　茄ら，8切〃〃μZθ〃9’5‘勲〃’

ススキ　　1～五∫cα漉1昭∫∫～〃。ノ’訂∫

ヒメジョオン　 乃．匁8ノ‘0π‘躍〃’昭5

トダシバ　　揃”〃z羅〃〃α1癖・冶α

スギナ　Eg～‘～勲〃’απ，‘ノノ配varゴ・ωでα／‘’

8）　アズマネザサーススキ群集

　Arundまnar隻。－Miscanもhetum　si姐ensis

　　　（Tab．15）

　日本の刈取草原の多くはススキを主とする草原いわゆるススキクラスで特徴づけられる。関棄

地方のヤブツバキクラス域で年に1回ないし数回の刈りとりを行う草原は，アズマネザサ，スス

キ，ミツバツチグリなどの種群で特徴づけられるアズマネザサーススキ群集にまとめられている

（’菖’月励　］．971）　（Fig。15）。

　西部開発地区のススキ草原は，その構成種の上からみて2つの型に分けられる。すなわちアズ

マネザサなどの種群と結びつきの深いアズマネザサーススキ群集，およびつる性のクズやカナム

グラを主とするいわゆるマント群落構成種との結びつきの強いクズーカナムグラ群集やアズマネ

ザサークズ群落である。
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　　　　　Tab．15　アズマネザサーススキ群集

Arundinario　chlno－Miscanthetum　sinensls

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme＝

Expos三tlon：

Ne三gung（。）＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）・

H6he　d，　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）

Ar亡enzah1：

調査番号
調査年月日

方　　　　位
．傾　　　　斜

調査面積
野生の高さ
植　被　　率

出現種数

群lll∵　…

ζ窩工三

下．位単位区分種

　ス　ギ　ナ

　アキノノゲシ

　ヤマノイモ

　ツユクサ
　　　　　　　　　　　　　　　

　トタシバ
　．スイカズラ

　ト　コ　ロ

　イタドリ
随伴種

　ハルジオン

　ヨ　モ　ギ

　ヘクソカズラ

　ツルウメモドキ

　ク　　　ズ

　1

74

8

31

SE
35

！0

0．5

80

34

　2

74

11

10

SW
20

4（）

2．5

8σ

　18

3

〃

　　　　　　SW

　　　　　　　10

　　　　　　　30

　　　　　　　2

　　　　　　　90

　　　　　　　／4

遷：ll：l

l＋ゴ：

÷●2　　！．2；　　・

　十　　十　　　。

1＋　÷…

　十　　　　　　。

　　●　’12・2
　　　　　　　　　　　　　

　　．　．i＋．2

　　　　　　1十・2
　　●　　　　　　　　　●

　　　　　　　　十

　十　　十　　十

十。2　　十　　十

　十　　十　　　・

　　。　2．2　L2

　十　　　・　　・

4

73

12

9

L

40

3

90

28

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass，

　み4ゴ∫6απ孟1z郡3∫∫ノ～8ノ～∫’∫

　∫雲プμ刀ζ♂∫7Zαノゴα（｝1琵〃O

　Rπ6～払∫♪αプτケわz∫醐

　Pb記π孟〃‘乙プ）・のりzゼα〃α

Trenrlarten　d．　IJntereinheiten

　E卿∫伽〃みαプη8ノ．～50var，ゐ07でαZ8

　エ｝αC診Zκα∫7読偲var．　ZαC加αオα

　D∫0∫COノ閣βαブ妙0〃∫6α

　Co〃〃π6Zゼπα60〃〃ノ，～θ～ガ5

　／1η〃～4カz（ぜ♂α1z∫ノー’α

　Loπ∫087πゴ4ρ0π’Cζ乙

　エ）げ0∫60ブθαオ0々0ノ躍0

　乃ら，80π〃μα6ψf磁診1‘ノπ

Begie三ter：

　E1弓’8召’りπ♪1～．fZα脚気1Lfα‘3

　Aフ”西6〃多おゴα♪プゴノz6砲）∫

　Rz8ζ海，ゴα5（瀦π0葱〃5　var．ノ〃αカrθ～

　C6Zα∫‘’一μ∫o’カ∫α．‘Zα‘～‘5

　乃4ωUノ・∫α♂0うα’α

蔵τ…6■｝

L2　L2…
　　　　　…

：溜

●

●

，

●

＋・2i

　十1
　　…
　十；

　o

●

十

●

十

1園出現の種　AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．！：5‘雄〃α1・～αガ〃41‘2αタツナミソウ十，　L～襯4Zαα吻オα’α

スズメノヤリ十，Cα躍¢co〃たαヒメカ．ンスゲ十・2，　GαZ々‘〃’‘1τz61ひ1ミρ817〃‘〃’ヨツバムグラ5αμg認∫01わα磁を一

6’1～αZ8ワレモコウ十，かψ6㍑忽（》’ノπ11¶1cαvar．ゐ08廓9々チガヤや，0諾α々∫‘w〃～cμ♂ζ乙甲カタバミ　十，

君ノ16♂Zfαオ81’πα’αカラスビシャク十，乃弓～8βノ「oπ6αノ～αゐ1∬’5ヒメムカシヨモギ十，　Clzζzθ〃。ノ〃8∠6∫ゴ＠ω～∠cα

クサボケ十，加♂な（ゾ診αρ∫齪40一彦～麗伽「如コマツナギ十，K’‘〃〃ノ壇り窃α∫〃’1αオαヤハズソウ　十，30傭’如

窃フ”4∫5エノコログサ＋，乃＠1LOluα1ゴ∫‘oZo61L∫o’48∫オオカモメズル＋，・醐ツ翫〃’1LZ．‘5〃雁∫」〃膿1’αεヒメ

ミカソソウ十，勲’0παη認0∫αクワクサ七α1’∫如μ診απα舷βノハラアザミ十，5磁Zα∫0”of485ツルボ

十・2，ゐ席∫c∫αρmcμ〃め8π3キツネノマゴ十・2，・勢go4∫z‘〃り妙。〃∫α4ノπカニクサ十，　in　2：＆4ゐ～．‘5〃’如り一

♪妙ZZ‘‘∫ニガイチゴ1・1，麗臨5π8∫ノ＠oπfα‘∫フキ十，　M∂1－z‘∫ゐ。〃ψy‘廊クワ　1・2，飾z磁‘りηユ忽ω’ゼα女乙

ドクダミ十，」％が4加παg～‘f”ノ置z〃πvaL　Zα6∫μ∫α．‘Z」〃μワラビ十，　W∫∫孟α7唱’αプ10万翫‘ノ～4αフジ十・2，　Zl”ゆη』1～．‘〃’

ノ妙。加。～〃1♂イヌワラビ1・1，5‘”α1’∫ααg～‘砿～6αウシハコベ÷，in　3：Ro∫α〃3z‘Z’ヴ！o川ノイバラ牽，ε確か

孟？’∫識〃πオ8r肥彦r’〃’フユノハナワラビ÷，　D甜頗α6ノ貿η認αウツギ十・2，αノ¶5々〃〃ノ‘ψoπ1（γ～θ〃．ノアザミ十，

E1¶恕㍑ノ帽。〃αノ〃z～耀∫ヒメジデホン十，　in　4：（ル8κκ∫5ω’几‘砲コナラ十・2，　Cα立σノz6αcプβ〃αを乙クリ　十，
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ゐ・・ψ・・‘～・・諏ろ〆ω／・・’一f．・κ畷畝・ど、・一マハギL2，51ψ／～・・〃・〃’・磁1〃ビ翻コゴメウツギ1・2，／ぐ・5・齪・・勧・‘ノ翼～・・〃α

テリハノイバラ十・2，句，～配‘’μ露ψθ〃～（銘シモツヶ／．！，C1〃ly5α〃功‘～ノ〃’〃〃〃κ鴻～〃θ〆　リュウノウギク　十，

履w～〃’α訪如‘／‘ノ孟1〃祈漉∫オカトラノオ÷，ゐ8ψ（ナど6之α‘7〃〃‘’α’αメドハギ十，A5’6ノ¶ζ‘96駕1θ1‘ん5　var．θて，α加5

ノコンギク率，0∫〃～κ〃‘1αノ‘ψω～’ωゼンマイ＋，1／〃ノ～〃フ～～〃〃漉～‘z孟α々〃〃ガマズミ十，Zζ〃～〃～θ醗y！κノ〃‘‘”α磁1レ

θ雇65イヌザンショウ十，〆1／〃〃5／油W如ケー㌃・マハンノキ÷，且〃τぬ沼ノ露46雇～c〃♂α編ヤクシソウ十，翫α一

‘ゾ～y’〃マ’5ノ）’w（10灘キブシ÷，ゐ1パ砂8ノ〃～〃01『ヒメヤブラン十，Coぐα’Z～’∫〃”oゐ〃5アオツヅラフジ十．

　アズマネザサーススキ群集はTab．15に示される。群集および上級群落単位の区分種および標

蒸籠としてススキ，アズマネザサ，ナワシロイチゴ，ミツバチツグリなどが生育する。スギナ，

アキノノゲシ，ヤマノイモ，ツユクサで区分されるド位群落は三1二として畑や水田わきのやや湿性

の斜面に生育している（Phot．14）。この宥1原は耕地の／鯛にあって、繁茂してくると刈り取り

管理がされる。すなわち，年に2～3回Gl【三韓前，稲刈り前）刈られている。また耕地雑草のカ

ラスビシャク，クワクサなども混生する。

　トダシバ，スイカズラ，トコロ，イタドリで区分される群落は丘陵二部の1［糎や尾根でやや乾い

た．道路周辺などに生育している。スイカズラ，キブシ，ガマズミ，コナラ，ウツギなどの木木植

物の混生が特徴的である。刈取り回数は年！剛ないし2，3年に！回と少ない。

　西1｝il開発地区にはアズマネザサーススキ群集の草原は比較的少ない。かつてこの土地が純農村

．霧

Phot．！4．耕作放棄後5，6年経つとアズマネザサーススス群集となる。

　　　　　！、rUn（iinar量O　Chil〕（）一⊃＞1｝SCallthet：し1111　S…ne9IS一一王3eS芝．an（1．　（ler　Sek　aUf

　　　　　einem　Acker　eingesteih　hat，δes　5～6Jahre　l）rach　lleg£．
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だった時代にも牛馬の飼育が盛んではなかったし，また畑の雛作が伯ヒされてから，その跡地が

アズマネザサーススキ群集になるほどに年月が経過していないためとみられる。

g）　オニウシノケグサ群落（外縁イネ科難物群ゲ幻

　アθ8如。ααrππ漉παcθα一Gese翼lschaft（Ansaat　auslandischer　Graser）

　新設された道路の周辺や造成地の法難を，いわゆる緑化するために外来植物のふきつけが行な

われている。主な種はオニウシノケグサでこれにシナダレスズメガヤ，カモガヤ，オオクサキビ

などが混播されている。これらの多年生のイネ科植物は発芽力が強くて，根が比較的よく発達す

るために一時的急速緑化や土砂のくずれを防ぐために役立つ。また飛砂防止用にも広く植えられ

ている（Phot，15）。

　T｝二丈は40cmから180cmとかなり高くなり密生した群落となる。しかし，群落内に土地バ来の持

続植生構戊欝欝がはいりにくいために，遷移の進マ1はおそく，1度群落が破壊されると，縫地に

なりやすく，降雨時に土砂崩壊の原因ともなりやすい。

響撃馨響
　箆懇

恥曝避％撃購

毒蓼饗、

鑛蹴ｮ麹

無

罪四四繹職
Phot．！5．オニウシノケグサが播種されている麓地

　　　　　Ktlnstlicher　S匙ellhan募，　des　mit∫々デ∫’～’α1‘〃‘”〃‘～～〃‘～（冒（・αallgesat　wurde
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme＝

Tab．16　シ　　　　　バ　　　　　群

　　　　Zの，5∫αブ‘ψoノ～～‘π一GeseHschaft

　　　　　　　　　　　　調査　番号

　　　　　　　　　　　　調査年月日

Exp・sition：

Ne玉gung（Q）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d，　Vegetat．lon（m）：

Deckung　d．　Veg豊tation（％）：

Artenzahl：

Trennarten（1．　Gesellschaft：

　Zの，5如ゴ砂07Z～α‘

　Kπ〃〃～～ε1rO㌘～α∫々・1α’α

　遅y♂ノηご0竣yZO　1〃α1’彦∫〃’．α

Trennarten　d．　Untereinheiten

　鷺8ノー’∫漉〃孟α～｝α

　Eノゾ9初rO〃απノπ餌5

　々y∫～〃α61厩αブ‘ψ0〃かごα

　384～〃μろz4∂⑫ノ’～：ρノ’

　ゐ〃説‘zααψ1如孟α

　5ごゴ〃α5C～〃。ん～8∫

　Cαノー（観｝ηθノ・てノαオ‘ε

　Cα〃ψ‘匹川．‘Zα汐ππ説‘z融

　ゐθ宴）86如之αα〃～θα’α

　Cα∬～α〃。ノ〃αノ〃（～

　∫｝ε（紀～♂，ゴ6τ　∫Cαノ～6～8〃∫　var．ノ〃α∫ズ6～

　30Z磁zgOτ力召π・α」〃’8αvar．α∫1α孟16α

Begleiter；

　E7rα91り∫々∫プ診η’～’9’2～8α

　5ψ0プ060Z’‘∫カκ1～α‘∫

　Rπろ～‘5ραπ，．ヴわZ喪‘∫

　Dガ9ガ彦α’ゴαて，～oZα5661～5

　πα〃如90α∫如がごα

　乃ノψθノ躍α彦α鯉1ゴ刀4プ∫・αvar．ゐ・8〃～9ガ

　五41∫∫α〃～’乃．π∫5∫ノ～θ刀5／5

方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積　…
植生の高さ　　1
　　　　　　　諾；　　；
　　　被　　角・・　　…

出現種数　　…
潔益田後薬…糠　…i田田

　シノミ

　ヤハズソウ

　ノチドメ

下位単位区分種

　ニガナ

　ヒメジョオン

　コスナビ

｛1簗ン償

　ツリガネニンジン

　メドハギ

　カワラケツメイ

　ヘクソカズラ

　アキノキリンソウ

随　　挫　　種

　カゼクサ

ネズミノオ

ナワシロイチゴ

アキメヒシバ

オオバコ

チガヤ

ススキ

落

1

75

5

5

S

2（＞

4

2

74

11
10

L

3　4　5　6　7
74

11
　　〃　　〃　　　〃　　　〃
！0

L　L　L　L　L

　　　　2　2　4　2　4　25
　0．20．！0．10．30．20，80．2

　　90　　80　　95　　80　　90　　70　　80

　　19　　！！　　9　　　7　　　9　　！0　　11

　2，23．35．45。43．34．44．4

　　・　　・　2．22．2　 。　2．21。2

　1．2　十　　・　　・　2．2　 曹　　・

　：1．2　　一｝一　　　　　　　　〇　　●　　o

　：1．2　　十　　十：　。　　　　　　●　　●

　　十　　・　　十…　…　　　　　　　　●

｛翻1：1：！

　、十　十　　　　　　…

　　。　　　。　　　　　　　　　　●　｝1．2十●2：
　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　ま　　・　　…　　　　　　　　。：十　　÷1

　　・　　…　　　　　　。i十　 ÷i

　　　　　　　　　　　　l　　　　l
　　。　・　　　　　　・1十　→一i

　　・　　・　L2十‘2十・2

■　　　　　　●

o　　　　　　　　●

o　　　　　　　　●

　●

1．2

　●

●

o

●

　。　1．2

　●　　　　　　　0

1．21．2

十　　十

　〇　　　　　　　　●

■

■

●

十

■　　　　　　●

・十・2

十　　。

．　　　　　　　●

．　　　　　　　●

・十・2

十　　・

　出現1囲の種　AuBerdem　je　einmahn　Aufn。　NL1：Lα5か層8αオ1～．8卿オ8’廊ヒメシダ十，▽匂リノz此ααノw〃一

5なタチイヌノフグジ十，Gα♂～Z〃μ功μノ’～’‘〃’ヤエムグラ十，5取y1’加漉∫～〃μσオZα漉ノα〃πニワゼキショウ十，

Gα々z〃z8’忽‘漉〃5ヒメヨツバムグラ十，　Plw～”αて，z砲π7’ど5　vaL　ZfZα6加αウツボグサ十，』gノ砂5ηηπんα1ル

。アカモジグサ十，五〇オ～f∫‘ω・ノπ‘｝‘’Z漉～4∫var．∫‘ψo～z∫α∬ミヤコグサ十，　in　2：Clzζ～θ〃。〃♂θZ5／4ρo〃ノ6αクサ

ボケ十，α雌〃∫」〃μ痂ど’ノめ8ノ：9ガゲンノショウコ十，in　3：E1ゴ9ωηπノ）ノ認‘～盈を）痂α’∫ハルジオン÷，　in　4：

α‘〃〃α臨孟6ノ’〃ヴbZ’αセンニンソウ　十，　ln　5＝・47’～〃！4∫〃ω’～‘z（，1z．∫ノ～oアズマネザサL2，　Ro∫α〃η礁耀。忽ノ

イバラ十，Z万g1孟α1層fαα‘ど∫ぐε肛♂ω∫メヒシバ十，圭n　6二Ro∫αw～cん躍uごα」臨テリハノイバラ　十，みgγo∫孟∫∫

ご！僻α如var．〃’‘々α伽ヌカボ十，　in　7：∫レ彦‘～〃’～∫！αρノ甲～〃‘砂∫ヨモギ÷，・4／8”2昭ぼωz／～∫功～4～’∫コブナグサ

十，ル～4π4＞ogo〃わ1’岬⑳Z∫’‘∫ウシクサ十．
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10）シバ鮮落

　Zoysia　japonica－GeseUschaft

　　　（Tab。！6）

　シバ群集は耕地周辺の斜醐や人通りの少ない農道にみられる。シバ，ヤハズソウ，ノチドメを

群落区分種とする。せまい水田のあぜ道や畑周辺の農道には野生のシバが40％から80％の被度で

生育する。シバぱ特に手入れをすることもないが適当にふみつけられたり，シバ植分や周囲の草

刈りが行われたりして持続している。ニガナ，ヒメジョオン，コナスビ，コモチマンネングサ，

ッルポ，シパスゲ，ツリガネニンジンで区分される群落は畑の縁の幽幽や墓地の入口のいずれも

山陽地にあり草刈りが行われている。特に区分種のない典型下位群落は南蔀の津島神霊の祠周辺

にあり構成種が比較的少ない。メドハギ，カワラケツメイ，ヘクソカズラ，アキノキリンソウで

区分される一ド位群落は試験道路上のシバ草地で見られ，その立地はやや乾燥している。

　自然のシバ草地は海岸の拙地などに知られているが西都開発地区のシバ群落は二次的な半自然

草原で，草刈り，ふみつけがくり返しされている立地に持続的に成立している持続群落といえ

る。

11）コナラーノガリヤス群落（罪跡群落）

　　Qπα’c配8　sθr「αfα一㎜CαZαηLα9ro8fε8　αrππdεπαcθα　var．　わrαcん〃オrεcんα一Gese夏lschafも

　　（SchlaggeseUschaft）

　　　（Tab．！7）

　森林が伐採されると林内環境は著しく変化する。伐採に伴う機械的な破壊は林床の低木や草本

植生に対して特に大きい。この一一次的な直接的な破壊に続いて立地の微気候，日照，土壌などに

継続的な改変がもたらされて二次的な彫響が続く。すなわち，高木層が欠けることによって日光

の透過がよくなり，林床の落葉が急速に分解して一時的に過窒素の土壌となる。また日照による

剛交差の増大，立地の乾燥化，降爾による表層土壌の流失などの変化が起こる。

　このような急速な応唱環境の変化は，もとの森林が原植生に近い常緑樹林であった場合が最も

激しく，次で常緑針葉樹林の伐採後が著しい。二次林においては皆伐が行なわれるのは8～15年

に！回の周期であり，また夏緑広葉樹林は冬季に日光の西入が著しいために二次林伐採跡では伐

跡群落と繭芽再生期のクヌギーコナラ群集の両方の性格を併せもった混生群落となる。

　酒部地区には伐跡がかなり広い面積を占めていると景観的にはみられていた。しかし，植物社

会学的植生調査の結果，種組成的に伐り跡群落とされるものはごく少数であった。数年前にクヌ

ギーコナラ群集が伐採されたあとはすでに鯛芽再生がすすんでいる。Tab．！7に示される群落はア

カマツ植林の伐採跡の群落である。区分種としてコナラ，ノガリヤス，ヤマツツジ，ガマズミ，ダ

ンドボロギク，アキノキリンソウ，オオバギボウシなどがあげられる。伐採による機械的な破壊

も比較的少なく好窒素性の一年生草本植物であるベニバナボロギク，ムカシヨモギ属（Erigeron



58

　　　　　　　　Tab．！7　コナラーノガリヤスィ洋郭客

（ぴ〃・’ノ了．盗w々‘’．α一一C・’～・〃〃・’8－1η5廓‘〃w1‘～’〃・‘α’αvar．／〃耀ノリ，∠・T1・．ゾ’・卜Gesellschaft

Nr，（1，　Au．fnahlne：

1：）atunl　d，　A．ufnalln、e：

ExpositiOI1：

NeigUn9（O）．

Gr6Be　d．　Probeflache（ln2）＝

H6he　d．　Vegαation（m）．

1）eckung　d．　Vegeta£三〇n（％）：

Artenzah1＝

9～κ～ノγノ～’556／7資！．ζ♂

CαZ‘τ〃～α9’1η∫が5ζ～1’〃〃ζ～～〃αα～αvar．肋τκみき吻・〆（ゾ～α

．R1～‘，♂o‘Z8ノκ1’roノ～ゐα8〃畝ル’『〆

vノ～〃〃フ♂，〃〃‘1～z‘4（π．〃〃～

5りη羅ノ‘ψθノ～～ω

＆，Z～‘Zα9ητ，∫1μ～一‘‘’〃「8‘τ．var．α∫1α’～‘「α

．遅05’‘占〃ω〃’‘客〃ζ～

だ1でん～’6’ρ3／～’（坂～‘ガ1ノ〃ζ♂

註，マ〃κ／1〃αノー1‘‘‘ゾび〃θ

P～〃zバ61‘ワ～5ヴ701召

P〃ρ，・α1・～α／θゐ‘挺α

Cζ〃・蘇エマ々・ノ認α‘・ノハ惚

Q雄ナ’闇（W∫α（辺’～∫∫～ノ〃α

ハ．五∫ビα1躍ノ～π∫∫～ノ～（：～〃豆∫

．孟τ｛．ワ・～ぎ‘～θ～’α’‘z

ム‘矧♪（～‘／‘～驚αが～θ5‘」

Cωγ）～川ハ！．5（．’／～‘ノ〃。級〃

Q故ワマ．マ∬〃り，鐸～ノ～α‘プ∂〃d

αハゴ〃’〃ノ‘ψ‘〃～～‘マ〃〃

万～〃ツαノごψω～’αz

R／z〃∫ノα幽と・α〃～‘’ζz

Z万05ビ（〃一‘ノαな，た（ノノτ♪

Uαα．ゾ〃々〃〃oZ‘11～‘Z〃～～ノ

調査　番号

方　　　　位

傾　　　　斜

調　参事　積

植生の高さ
　　被　率
出　現　種．数

　コナラ

　ノガリヤ，ス

　ヤマツツジ

　ガマズミ

　エゴノキ

　アキノキリンソウ

　オオバギボウシ．

　ダンドボロギク

　アズマネザサ

　アカ『マツ

　クズ

　モエ擁ゴスゲ

　クヌギ

　ススキ

　ニガナ

　ネコハギ

　イヌシデ

　シラカシ

　ノアザミ

　ヒサカキ

　スルデ

　ト＝ユロ

　ナツハゼ’

工．

75

5

5

S

5

40

0，7

80

23

2．2

2，2

十・2

　十

　十

　十

　十

3．3

1．．2

：1．2

1．2

十・2

十・2

十・2

十・2

牽。2

　十

　十

　十

　十

　÷

属）の植物はみられず，群落は急速に1：携芽低木林の看黛階へと移行している状態がみられる。

！2）ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　β吻εroπCαπαdθ’あsεs－E吻εroπsπ7π曲wε8ε8－Gesel玉schaft

　　　（「rab．18）

　：耕作を停止して2～3年以内の畑地雑草群落はヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落とし

てまとめられた。最近耕作されなくなったのは主として丘陵の斜面の畑であり，これには桑畑も

含まれている（Fig．16）。
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ユ，

2．

3．

4．

、

o　②
o o

β
＼斜

f

・ξ

帽 鍵
12　1　3 41　　　3515161　　　1　1　1
　　　　　　F量9．16．ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落断面摸式

　　　Vegetatめnspofil　der　Eノ厘御η〃‘w～α‘～6〃51∫一君；惣御η〃5’〃〃‘諭でノ～∫～ぶ一Gesellschaft

オオアレチノギク　君厚gωη〃∫～〃〃α！紹ノ～5～∫　　5．　ミ　ミ　ナ　グサCピ’u∫孟～～〃〃／LoZθ5’601‘～6∫

ヒメシバη恕～孟αがαα‘Z5ビ8〃616〃5　　　　　　var．／雄μα1∫‘エ〃8／z56

ヒメムカシヨモギE1惣4”o〃。‘切σゴの～∫お　 6．ス　ス　キム痂56α〃彦1耀55加8／1∫お

一当タバミ0ごrα／～∫ビ。’7～～α，1‘読‘

　畑耕作によって耕起，播種，施肥，除草，消毒，収穫などの集約的な管理下にあった畑地雑草

群落はこうした手入れがいっさい行なわれなくなって放置されると，これまでと変った形の群落

に変化する。すなわち，土中にあったおびただしい種子のうちで冬をロゼット形で過ごし，早春

から急に生長して開花する二年生種群が優占する。その代表的なものがムカシヨモギ属である。

ハルジオン，ヒメジョオン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなどはいちはやく生活域を占

めて群落内で優占する。またその中に好窒素生のツユクサ，イヌタデ，ハハコグサ，オニタビラ

コなどの種群が生育している。一方耕起，除草が行なわれなくなった事によってススキ，チガ

ヤ，ゲンノショウコ，ノコンギク，ノハラアザミなどの向陽性の多年生植物が侵入して生育して

いる。特にススキは放棄後1～2認めに侵入すると次第に被度，三度を増す。多年生草本植物や

低木の芽生えがみられるようになり，あるいはクズに被われてアズマネザサーススキ群集またぱ

クズの優占した群落へと遷移が進行する。

　調査番号5の植生はクワ畑の放棄地でウワミズザクラ，クリ，クロモジ，ガマズミなど木本植

物の芽生えが多数みられ，種数も39で多かった。クワによって庇陰地となるためにひかげ的植物

のシュロ，ヤブラン，スイカズラもみられる。

13）カラスビシャクーニシキソウ群集

　P量魏elliaternata－Euphorbiapseudochamaesyce－Ass．
　　　（Tab．19）

　西部開発地区の畑地雑草群落はカラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられた（Tab．21）。

カラスビシャクーニシキソウ群集はEi本の大部分の地域で集約的管理下における典型的な畑地雑

草群落である。群落を構成する種群の多くは一年生で開花結実までの期間が短かく，ほふく型の
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一
　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　1　2　32421’5　14212　1623
　　　　　　　　　　Fig．！7．カラスビシャク一難シキソウ群集断面模式

　Vegetationsprofildes　Pinellia　ternata－Euphorbiapseudo－ch歌maesyce－Ass，

Lハコベ翫θZ1α’層～α”縦洗エ　　　　5．ダイコン 位ψ1～齪〃∫∫認’oκ∫

2．メヒシバ　D∫g∠’α1’～αα‘～∫‘ノ8ノκ1（〃～∫　　　6．サトイモ　CθZo6α5ぬ‘η癖σ”o’マ〃〃vaL

3．　ホトケノザ　　ゐπ〃’カ〃μ〃ノ4》肱τ読7」’／8　　　　　　　　　　　　　　繊w／‘〃～如

4．シロザClz8ノκ4＞o磁〃〃α1加ノ〃

生育形をもつ。そのために耕起や除草などの人為的な破壊力にも抵抗して群落が持続される（Fig．

17）。

　桑畑と疏菜畑は相観的ひごは大きなちがいがあり，一方は低木層をもち，他方はまぼらなステッ

プ状（農耕地ステップ）相観を黒し，雑草群落の構成種には大きなちがいがみられない。スギナ，

クワ，ハコベ，ヨモギなどで区分される下位群落は主としてクワ畑にみられる。銃菜畑の雑草群

川下

繊

講蜘

灘灘

欝
灘

Phot・16．丘陵を開析する小支谷の沖積地にみられる水田と耕作放棄畑

　　　　　熟zinteraspekt　von　Reisfeldern　und　Brachreisfeldern（Ml£te），
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落はスベリヒユ，イヌビユ，トキンソウ，エノキグサで区分される。2つの下位群落の相違は主

として畑の管理のしかたのちがいとか日照によるものと考えられる。八王子甫では養蚕は古くか

ら行なわれていて，桑畑と疏菜畑とでは土壌の大きなちがいはみられない。いずれもきわめて集

約的な管理がされている。同一地域で桑畑と他の雑草群落の植生学的な相違が報告された例は見

当らない。桑は落葉樹で春蚕の飼育が終わると伐採されてふつうの畑のようになり，低木が雑草

も含めて地表全体を被う時期は主として5月，6月ごろである（Phot．16）。

　相観的にきわめて異る群集が種組成比較を通して実は同一の群集とされる例である。

14）茶園，果樹園，苗圃

　Thθαsεπθπ8εs－Gaτten，　Obstgarten縫装d　Ba登msc鼓ule

　　　（Tab．20，2／，22）

　茶園は畑のふちや路傍などにチャノキを列植してつくられている。チャノキは密植されるので

Nr．　d．　Aufnahlne：

Datum　d．　Aufnahme：

Exposition：

Ne1gung（。）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d。　Vegetat三〇n（m）；

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．20茶　　　　　　園
　　　丁／～6α∫～ノ～8〃5f5．Garten

　　　　　　　　　調査　番号
　　　　　　　　　調1査年月　日

方　　　　位

傾　　　　斜
調　査　面　積

植生の高さ
植　　被　　率

出現種子

1

74

11

23

L

8

1．2

80

16

耳辿　璽駐旦an・e墾

　丁1昭α瀬～～θノ～5ノぶ

βρ盤隻豊一雌塾：

　ゐ妙5α刀α1z～〃漉Z奮

　ゐ妙∫α7～α‘ψ090ノ～01‘163

　1万9ガ’α1’ガααぼ∬θ7～4βノz5

　E’‘恕召1りπαπ〃z〃’3

　G〃妙13α蹟〃〃α．が91／Z6

　＆42〃π肋冨δζノ8η〃ノ’

　Mfθり5潮面Z〃μ吻凄∫ノ～θ～〃πvarψ・ら・∫オ‘‘C1ら・8θ”

　3孟〃‘エプ’αα9κ6漉。α

　Dガ05ωノrθαブζψ0〃ガα昇

　αβ伽〃～α1・84戯Z68ζ墨var．91π〃6♂15

　E‘肋～ocんZoαぴ”5・9αZ々

　CO〃〃〃どZ∫〃αω〃，，〃π〃ノ∫

　Roノ’吻αカπ翫α

　88彦α1曾～α．々∂8’層∠

　0濯αZ∫∫ωノ・ノ～～6～4α’‘z

栽　　培　　種

　チャノキ

その他の種

　ヤブタビラコ

　コオニタビラコ

　メヒシバ

　ヒメジョオン

　ハハコグサ

　コモチマン不ンクサ

　アシボソ

　ウシハコベ

　ヤマノイモ

　カキドオシ

　イヌビエ

　ツユクサ

　イヌガラシ

　アキエノコロ

　カタバミ

5．5

十・2

十。2

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十
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Nr．　d．　Au圭nahme＝

1）a匙um　d．　Aufnahme：

Tab．22　一「．1．’

Exp・s量t1・n＝

Neigung（。）＝

Gr6Be　d．　Probefl巨che（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）＝

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

．H6he　d．1〈rautschicht（m）：

Deckung　（1．　Krautschicht（タ6）：

Artenzahl：

恥1脚f恥即（B・u・・schulea・t・n）・蕾木樹／腫

　E♂ωノリリ〃．”∫αzα’～’5

　c1～α〃～αα．塾‘18～5♪～晒’瀦vaL　5σ～’‘〃¶’η∫・‘

　・．乃〃ゆβ1マ♂∫ζ・1～1’・召〃5～5

　P～ノ3～．‘∫4（～〃∫1〃0π♂

　0∫ノ〃α〃〃z．～f∫1擢’61τ4）んツZZ〃5

　丁耀／り・ωψμ5ノ・ノ噂’z〃～8’

　P’π～‘5ノ）θ〃乱ψ1z♪，／／α

　E♂’・πy〃～．’‘∫∫勲oz‘1～α〃～’∫

　Tα・τ～‘∫α・吻4α’αvar・ノ～α〃・‘

UIlkrautarten

　50ノκ1z～‘∫oZ（ゲαご8zで∫

　G〃‘ψ1～‘z々〃〃～‘4ア7〃6

　z）～9～’αノ層ガαα4∫ご81κ／θ～5

　E～．ψ12θノ侃z∫～ψ～〃α

　％ノ・甜～αCαoZ6照（，6α

　P～ノ～〃～α’61・〃α‘ζz

　C8〃‘ψ8‘1α〃～～〃～〃～α

　捻6ズ！3ノζψ0〃～ビα

　乃ノ脚厩α・ぴ・Z～〃4プ’cαvar・た・・ヲ〃〆9’～

　0．ταZなご。〃z～α．‘♂αオα

　ノ1π・〃α1勉∫6ノ拠・ZZ⑳1ノα

　α｝｛ρ8ノ僧z’5か～α

　Coノ「α所～θノ，1zo／o5’80～465　var．1～．αZZα叡♂ノ～‘～〃5・～

　f：1‘7α碑＞1～αα～‘∫君プ‘巴”5

　塒Z‘f∫6孟～〃〃‘〃’て・8ノ～∫8var．み・ノマ雇6

　Eノ’ガ8’81’0ノ～α〃〃～‘～．郎

　E1一ゆ『θ・ψ1ぬげ・ゆ1・1ビ〃∫

　ゐ忽）∫α〃σ＠）090ノ～0∫48∫

　．瓶gγ〔ψツ’η〃た‘z1〃の～

　τ／ご’η〃廊α！）8”5’‘．’α

　5’〃πノゴご‘α9”α’1‘露

　Rτ，〃～ばα（「で～～．o∫‘～

Baumschuie

圃

調査番号
調査月　日

方　　　　　位

傾　　　　斜
｝凋　 二二　　　　騒：1

イ氏π仁1鯉の高さ

　　〃　植被率

露1：端ミ層の真蒲さ

　　〃　　椎〔被率

出　現　種　．数

　ニシキギ

　ヒムロスギ

　カイヅカイブキ

　アカマツ

　ヒイラギ

　シコ．ロ

　ヒメコマツ

　マユ．ミ

　キャラボク

雑鵜‘種群

　ノゲシ

　バハ鷺グサ

　メヒシバ

　コニシキソウ

　スベリヒユ

　カラスビシャク

　　トキンソウ

　ジシバリ

　チガヤ

　カタバミ

　ノミノツヅリ

　コゴメガヤツリ

　ミミナグサ

　エノキグサ

　スギナ

　ヒメジゴオン

　ハルジオン

　コオニタラビコ

　カモジグサ

　オオイヌノフグリ

　ウシハコベ

　ギシギシ

！

74

8

30

L

15

　！

30

0．！

30

21

！．／

！．2

2．2

　十

　十

。

●

●

幸。2

　十

　十

十・2

1．2

十・2

十。2

十・2

　÷

　÷

　十

　十

　十

　十

　十

●

●

o

●

●

●

2

74

1i．

23

L

　2

　1

20

0。5

10

20

1．1

十

1．2

■

o

十

十

十

●

÷

÷

●

o

●

o

●

●

o

o

●

●

●

，

●

2．2

！．2

／．2

　÷

十・2

　十

　十



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6：3

　11α1〃～z〃11ノ）～〃γ）～〃で～〃〃　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメオドリコソウ　　　　　　 ・　　÷

56‘！1〃〃伽あヴと耀ノ〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　コモチマンネングサ　　　　　　・　2．2

　Gωτ〃漉〃〃漁μ’～ゐ（状91～　　　　　　　　　　　　　　　ゲンノシゴウコ　　　　　　　。　　十

　〇（〃10納61㍑～フ～‘～〃ノ～～∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　アレチマツヨイ　　　　　　　・　　÷

R～め～α盈α〃6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカネ　　　　　　　　　　　・　　÷

雑草の難度は低い（Tab．20）。

　果樹園は西部巖発地区の丘陵斜面に点在しており，メ」ヤil分はクリ畑であり，南向きの山腹に一

部ウメが植えられている。果樹園雑草群落はTab．23に示される。雑草で出現率の高いのはヘク

ソカズラ，ヒメジョオン，コナスビ，ツユクサ，ハルジオンなどでこれらは畑地雑草や耕作放棄

畑地雑草と共通するものである。謁査番号！と2の植分は谷戸奥にあるやや湿性立地のクリ園で

スギナ，オオバコ，コブナグサ，ミョウガ，エノキグサ，キツネノマゴ，アキノノゲシなどの種

群によってlx分される。調査番号5，6のクリ畑は丘陵の山腹斜面の雑木を皆伐したあとへ苗を

随えつけた新しい畑である。ススキ，スズメノヤリ，アズマネザサ，リュノウギク，タチツボス

ミレ，コナラ，ヤマユリなどのアズマネザサーススキ群集やクヌギーコナラ群集の懇懇が多数混

生している。西部地区の果樹園は管理は粗放的であり，したがって雑草の暦数も全般に畑地雑草

群落に比較して多い（Phot．17）。

　苗關は小規模なものが跳菜畑の中に点々とつくられている。樹種はニシキギ，ヒムロスギ，カ

Phot．17．谷戸の低地にある苗圃。規模は小さい。民家の背面はモウソウチク林。

　　　　　Vorlle量st　kle呈ne　Baulnschule．　Hinten　der　Hauser　ist」郡zv〃θ∫’α‘，ノ7．y513d’｛ぜπ2‘，v‘ゾζ‘

　　　　　var．！・〃伽ご蜜〃5－Bestand，
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　　　　Tab．23　カワラスゲークサイ群集およびクサイーカゼクサ群集

Carざx　量ncisa－Juncustenuis－Ass．u．Juncustenuis－Eragrostis

　ferruginea－Ass．

Nr．　d．　Aufnahme：

DatUln　d，　Au壬nahme：

Exposition：

Neigung（o）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Kennarten　d．　Ass．：

調査番号
調査年月｝ヨ

方　　　　位

傾　　　 斜

調査面積
植生の高さ
植　被　率
出現種数

1　2　3　’4　5
75

5’ノ’ノ’ノ〃
5

N　L　L　L　L
！0

！．6　3　1　9

6　7　8　9
75　74

5　8　〃　〃

5　29

L　L　L　L

3　0．5　 1　1，50．8

10　11　12

　7475
〃　11　5

　　23　5

N　N　・
10　10　・

4L5！．5

　cαプ8灘∫π6ゴ5α

　」と‘ノ．zαる∫若c1㍑．‘‘∫

　孟8γ加。πガαμ♂05‘z

　Elr璽1ro5戯5ノ乙プ〃‘9ゴノz6α

Kennarten　u．　Trennarten　d．　H6herene．

カワラスゲ

クサイ

キンミズヒキ

カゼクサ

三nheiter1：

　παπ孟αgoα5ゴ‘漉ごα

　乃）ασノ～πz，α

　勘。ノηゐ。伽5∫π4∫cα

Begleiter：

　Zoツ5如ノψo／z∫ご〕α

　飾〃〃ノZ6ノリ妙∫α3かぜα’α

　D忽鉱αノ’fαα‘zεcεπ48～～∫

　メLノ・Z〃κ距παノゾσ0ゐゴノ～0

　＆％αブ∫αツ∫プゼ読5

　rb診e，．下士αプ捜y擁αノ’α

　Gθ1ππゴτ‘〃z漉〃zう6ノ「9だ

　Rαπμπα冨Z‘56μノZ西0π∫8π5∫5

C8rα∫海～〃2み1～oZo5診80ゼ61θs　vaL　ILαπαおα一

〃θノ．z5β

石y5勿zασ1パαブ妙。ノ～ガ‘α

q♪z13〃38πμ5〃z漉‘zα雄b読‘5

β7甲’987りπαπノ～z4μ∫

オオバコ

スズメノカタビラi
　　　　　　　i
ネズミノオ　　　｝

0．20．10．70，！0．10．20．40．40．20。2G．！0．2

　40　　50　　70　　70　　80　　50　　80　　70　　70　　80　　30　　30

　9781045775857
ド羊…二一ll石”iL芽冨1Σ諦i．　・　・　…

i・ゴ・壮丁』距：：：：：
1一一一一一一一一一一一一一；」一｝一一一…一一一一一一一1

＋’2●．●●’ ?３．高声．鐙．土山

3・33・32・23●33・22・22。22・2十・22・23・31・2

一トD2十・2　　・　　十　　 。

i

i十・2　　・　　。　　・　　。

十　・

o　　　　　　o

●　　　　　　o

●　　　　　o

●　　　　　　●

・　十

十　・

十　・

o

■

・　・　…　　　　　十

の　　・　　●　2。3　　・　　・

シバ

ヤハズソウ

　　　　メヒシハ

アズマネザサ

エノコログサ

ミツバツチグリ

ゲンノショウコ

鷺工4ボ弩

コナスビ

チヂミザサ

ハルジオン

　●

　●

十。2

　0

　●

　q

　■

　●

●

■

●

十

●

■

●

o

●

■

●

●

●

●

●

●

o

●

●

十

・！・2　十　・

十　…

÷　　・　。　・

o　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　●

■

■

。　2．2　1．2　　●

十　。　。1。！

・十・2十・2

十

●

o

4●43。3　●　3。3　　一ト

→一　　。一ト・2！●2　　十

Q

，

o

●

●

●

●

●

o

曾

●

o

●

●

，

●

●

●

十

●

十

曾

■

〇

十

9

●　　　　　●　　　　　●　　　　　■　　　　　●　　　　　●　　　　　・

〇

十

〇

●

●

■

・！・2

●　　　　　　．

・1・2

o

●

■

　1回出現の種AuBerdem　je　e垣mal　in　Anfn．　Nr，3；＆～91ノ∫αノ＠ω．z！‘αツメクサ十，　V6／w’～α‘カ815’α‘オゴーイヌノ

フグリ十，〆15’6ノ噛¢g6ノπ’o～漉5　var．　oηα甜5ノコンギク十，　in　4；5（，”α50”o～465ツルボ牽，　V8’w．～’αL‘〃4η8ノ～5ゴ5タ

チイヌノフグリ　十，ln　8：Eg認56‘～〃πζ〃層1び6ノ～5d　vaL　601‘βαZβスギナ1。2，　Cα∬～α〃。ノ〃‘〃〃βカワラケツメイ　十，　in　9：

μy諭り60砂！6〃♂αノ励ガ〃3αノチドメ十，in　lO：ゐ∠ノ「’（ψ8ノμ～〃07「ヒメヤブラソ十。2，　in　11＝ゐζψ∫α〃α／～z‘’疵”5ヤブタビ

ラコ十，　in　12：〆1プ∫8ノπ！3∫α！＞ノ層”～‘砂3ヨモギ十，τ布。♂αwノ「嵐w～‘如ツボスミレ十．
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イヅカイブキ，アカマツ，ヒイラギ，シュロ，ヒメコマツ，マユミ，キャラボクなど種々であり，

しかもこれらが混植されている。農家で自家用の樹木を！時仮植えしておくという形であり大が

かりな苗醐とは異なり，畑と同じように管理されている。雑草群落は畑地と同じでカラスビシャ

クーニシキソウ群集と判定される。

15）カワラスゲークサイ群集およびクサイーカゼクサ群集

　Carexinc玉sa－Ju熟custenu量s－Ass．u．Juncustenuis－Eragrostis

　fefrugiRea－A．ss．

　人や車に絶えず踏みつけられる一面的できびしい立地条件下にある農道や小道に生育するオオ

バコを中心とする群落は2つの群集にまとめられた（Tab．23）。カワラスゲ，クサイ，キンミズ

ヒキを標記種および区分種とする群落はカワラスゲークサイ群集と判定される。オオバコ，スズ

メノカタビラ，ネズミノオなどの上級単位の種群をもっていてメヒシバ，ケキツネノボタン，ゲ

ンノショウコなどを随伴種とする。カワラスゲークサイ群集のみられるのは丘陵地のクヌギーコ

ナラ群集域の山道や低地部で道の上に高木が茂っている立地である。クサイーカゼクサ群集が向

旧地の踏跡群落であるのと比較してカワラスゲークサイ群集はやや日蔭，湿潤立地にみられる。

　クサイーカゼクサ群集はカゼクサを標二種として上級単位オオバコオーダーのオオバコ，スズ

メノカタビラ，キンミズヒキを標三種および区分種としてまとめられた。随伴種としてはシバ，

ヤハズソウ，メヒシバ，アズマネザサ，エノコログサなどがみられる。

　これらのオオバコクラスの群落の構成種はロゼットまたは叢状の生育形をもつ種群にほぼ限ら

れている。草たけの高くなるヨモギ，オオアレチノギクなどは路傍へ追いやられる。また，人や

車の往来が激しくなって著しい高圧を受けるようになった路上では，これら踏跡群落は次第に消

滅してしまう。

16）イヌスギナ群落

　衡ω‘sθ如πPα伽s置rθ一GeSellschaft

　　　（Tab．24）

　西部開発地区内で1り昨を停止された水田には湿性の植物群落が生育しているが，これらはイヌ

スギナ群落としてまとめられ，イヌスギナ，セリ，カサスゲを区分種としている（Tab。24）。西

部開発区域の水田は沖積低地にテラス状に配列されていて1つ1つの水田の面積はせまく，やや

低地部の谷の湧水を利用していた。このような水ilEIの耕作がとめられると元来貧養の水田雑草と

してあったイヌスギナが，急速にめだつようになってくる。これらの放棄水田では，通常水位：3

cm以内であり，酸化鉄を含む水によって潤されている。ミゾソバ，ヨシ，アカバナによって区分

される下位群落は水深のより深い水i：日にみられる（Fig．！8）。

　これらの群落にはイヌコリヤナギもみられる。遷移の進行とともにヨシ群落あるいはイヌコリ
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　　　　　　　　　　　　　Tab．24イヌスギナ琴洋落
　　　　　　　　　　　　　　彫’458’～〃μ♪ζぬ∫”帰一Gesellschaξt

Nr，　d．　Aufnahme：　　　　　　　調i建藪番号　 己　123456Datum（1．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　　　　調査年月　H　　　　　　74　75　〃　〃　〃　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！1　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　5
ExP・sit圭・n：　　　　　　　　　　　　：方　　　位　　　　…・◆◆…………
Neigung（。）＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾　　　　　　　　宗i｝　　　　　　　　一・　…　　一・　・・・　・…　　一

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：　　　　　　　　　　　　調　査　面　積　　　　　　　！5　9　4　15　30　！5

H6h・d・V・g・t・t玉・n（m）・　　　　　　擁1〔生の高さ　：0・80・10・40・50・40・4

Deckung　d．　Vegetation（％）；　　　植被率　；807070808570
Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数　　　　1　ユ0　9　9　6　6　8

．T；鐙照；！興…4．　Gesellsc璽癒　　　　　　．　群落区分種

　E4μ’5ε孟z〃〃ραZz6舘ブ8　　　　　　　　　　　　　イヌスギナ　　　　　　十÷・22・32。31・2！。2

　（）6〃‘z〃‘ゐ6．ノα・び‘〃z∫c‘こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セリ　　　　　　　　　　　　　　2巳32●23。43・34。4　！・2

　Cα昭灘漉砂ζ乙Zα如　　　　　　　　　　　　　　　カサスゲ　　　　　　　十　・　十　÷　。　・

∬：鱒∫輿轄熊．鳳＿H鷺璽φ耳醗旗　　　　　　　　　下位区分種

　Pb4ygo〃’〃π”z～〃zゐ6／g1’　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ　　　　　　　　・　・2・33・3！・23。3

　／ヲLlug〃’∫オ65‘⊃o〃〃；～～〃～～5　　　　　　　　　　　ヨシ　　　　　　　　・　・！・2！・22・32・2

　五4）記。ゐ々θπ〆）ツ’γ’clzo々4）んZ〃π　　　　　　　　　　アカバナ　　　　　　　・　・1・2　・　十1・2

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1寡豊　　　一三　　　案重

　Rα規切。μ廊∫‘αノz加〃∫6〃訂∫　　　　　　　　　　　　ケキツネノボタン　　　　＋＋・2　・　…

　臨界ノ～α・漉〃孟α廊　　　　　　　　　　　コガマ　　　　　　＋　…　　　1・2　・
　Cαプ8z〃’α露1〃ωτθ’c之ガ　　　　　　　　　　　　　　　　ゴウソ　　　　　　　．　　・十。2　十　　…

　1國出現の種　Ausserdem　je　einlnal　in　Aufn．　Nr．1：／キ，ら・goノ’z研5！6～フoZζ躍var．‘zo3”乙，！〃〃アキノウナ

ギツカミ2．3564～〃”～フ♂’Zゐ磁ノマ〃〃コモチマンネングサ÷，五7≠1Lノτぱ。〃／z∫功此1」’∫コブナグサ5・5，（b少8溜5

5ωり‘’〃榔ミズガヤツリ十，R〃～fα‘〃’伽～‘Z侃孟ノ‘〃ヌカキビ十，　in　Nr．2＝／∫αc／〃～6g∠oゐ。∫αチゴザサ十，

　涛〃～α∬（ガ｝魏∬var．‘Z（ノ6ψ～6〃∫イグサ十・2，　B8‘々〃’αノz〃忽5ッ之ピ8躍ん〃dカズノコグサ十，如6’廊漉海薦

オオジシバ夢÷，妊bで〃‘η☆τ56厚～ツ〃⑫♂’αノミノッヅジ＋，in　Nr．3Cαπ♂α〃爵zθ！Z8ヱど‘05αタネツケバナ

十，μy41り（，oオ）ノZ6∫∫ろオ1zo7ψ加’‘18∫チドメグサ十，　in　Nr．4／ヲ認α1腐6〃翼ノz‘Z加α‘θαクサヨシ十，　in　Nr．6；

ノ：1〃（郷6〃昭たご翫～痴イボクサL2，＆爵諾力故箸雌イヌコリヤナギ十。2，諏〃α∬Z8∫漉6〃α’轟ガコウガイゼキ

ショウ　十．

ヤナギ低木林に変化するものとみられる。

17）ウリカワーコナギ群集およびノミノフスマーケキツネノボタン群集

　Sagittario－Monoc｝聖orietul額u．Ste1亙ario－Ran臓nculetumca丑ton呈ensis

　　　（水田雑：草群．落）　（Tab．25，26）

　水田は春から秋にわたって湛水，耕起，植えつけ，除草，排水，刈取りなどのきわめて集約的

な管理がされる。その反面，秋の終わりから翌年の春までは田は休閑状態にあって人．為的管理は

ほとんど行なわれない。休閑期の水田雑草群落はノミノフスマーケキツネノボタソ群集，耕作期

の雑草群落はウリカワーコナギ群集にまとめられた。ノミノフスマーケキツネノボタソ群集は主

として越年生の湿生草本植物からなり，春の耕起の時期までに開花結実する生活形をとる種群で
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　；

@勘

qー

　　　　・

Y7

！　　　　　　　　　L

（一　　　　　　一 芝一．

《　．

一　　　　　一 一　　　　　｝

… …　　… 一 一　　　　一　　　一　　　　

…
｝　　　…　　　　1

1　　　　2　　　　3 4　・　　51　4　5　　2　　6　　　3

！．　イヌスギナ

2．　セ　　　　リ

3．　コ　　ガ　　マ

　　　　　　Fig．18．イヌスギナ群落
Vege£a£ionsprofil　der君（～～，～∫6々〃〃／，ζエ／，’∫孟1τ一Gesellschεtft

Eq～！～沼～ω呂♪‘ぬ∫伽

08〃α〃”～り‘測α〃～ごα

乃ψノLαoアカ〃オα／～5

4．

5、

6，

ヨ　シPノ～ノ・α9〃が記360〃’ημ〃捨

アカバナ　勾）～1θゐ々〃μカツ”1ゴ‘ゾ～oZρρ1～〃ノμ

コウガイゼキシヨウ　　ノ～’〃‘マ’∫距∫読‘ノ〃躍〃ガ

ズメノテッポウ，ノミノフスマ，コオニタビラコ，カズノコグサ，ケキツネノボタソなどを群団

およびクラスの標微種および区分種である。この群落は10月の水田の排水によって立地が乾いて

くると芽生えが始まり稲の刈取り後に急速に発芽する。冬季にはロゼット形や叢生形になって越

冬する種が多く，3月頃から地表を一面に被い短期1網にi粥花結実して多数の小粧な種子を散布す

る。種子は夏の間土中に雌無して休眠する。

　湛水して田植えが終ったあとウリカワーコナギ群集が生育する。アブノメ，コナギ，イボクサ，

ヒロハイヌノヒゲなどの軟弱な小形の1年乙i三草本植物とカヤツリグサ，タマガヤツリなどを群集

および上級単位の区分種および標徴種としている。群落を構成する種は夏に最も生長するが革丈

は低く植栽種のイネを越えない。多摩ニュータウン西翻地区の水田は除草などの管理がきわめて

よく行き届いているために雑草群落の被度は低く，出現種の平均も8種ていどで少ない。

2．現存植生図　Karte　der艶ale丑Vege£ation

　植生調査結果まとめられた各群落の現実の生育域は現存植生図として表わされた。多摩ニュー

タウン西部地区全域にわたって自然植生3，代償植生2〔｝その他3の合計26の凡例として1：10000

の地形図上に描かれたQ他地域との比較において一般性をもつものについては燕群集レベルで表

わされた。なお調査中に地区内では土地造成が進められ群集はつぎつぎと変化していった。植生

i製は群集解析の終わった後，1974年3月の時点にさかのぼって作成された。なお環境保全を目的

とする調査のために，自然植生には特に注意が払われ，僅かな残存林分の断片をもすべて表わす

ように努力されたQ
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Nr．　d．　Aufnahmel

Datum　d．　Aufnahme：

　Tab．25　ウリカワーコナギ群集

Sagittarlo－Monochorietum
　　　　　　　　調　査　番号

　　　　　　　　調査年月　H

Gr6Be　d．　P■obef1琶che（　　りnγ）：

H6he　d．　Vegetation（ln）：

Deckung（1，　Vegetation（％）二

Artenzah1；

Kennarten　d．　Ass．，　Verbandes，　Or（1nung　u．

Kllassen：

　D（ψα彦ノゾ～〃〃ノ～〃κ6〃〃’

　ム乃〃0ご1～0ヂ∫αηα9～〃α／乙∫Varψ～‘〃～’α8～〃8ζ‘

　ごレ昭～甜ノ〃αたβ1∫ζ呂ん

　C砂召ノマ‘∫‘ゐ刀わη〃’5

　qv）oη’∫58’η々〃～’∫

　E，・～06ακ」θπノηゐ1，∫’，，5

Begleiter：

　EZ80（ゾ～．αノ”5‘z‘ノ（7～’／ζ〃’〆5　var，♂（ノ〃9～∫6ごα

　q沙8’マ‘5ガプ’α

　06ノ～α〃”zβブαuαノ～’‘α

　ゐ〃〃〃（ψ1認α58∬1ZびZθ’惚

調　査　面　積

植生の高さ
植　　被　　率

出　現　種　数

：群集群［寸i，オーダーお

よびクラスの標緻種

　アフノメ

　コナギ

　イボクサ

　タ　ヘアブジー㍉7　ツ　リ

　ミズガヤツリ

　ヒロハイヌノヒゲ

随　　’伴　　種

　マツバイ

　カヤツリグサ

　セリ

　キクモ

1　　　2

74　　〃

8

30

40　　30

0．6　　0．6

75　　75

12　　7

　十

十・2

　十

　十

　十

　十

十

十

十

十

十・2

十

●

●

十

十

●

十

3

〃

4

〃

4　　　4

0．6　　0．玉

75　　30

7　　　7

十

十

●

o

●

●

十

十

〇

　1回出現の種　Ausserdem　je　einlnaBn　Auf11．　Nr．　in　l：ノぐ～α9～o‘摺♪”5〃‘4ζ♂〃5イチョウウキゴケ十，

火‘”～～”～（’”♂〃∫cご〃～‘θ〃～〔’〃5～ぶケキツネノボタン十，in　2；Cα”’ノ”‘’／～a1（イ〃～αミズハコベ÷，　i11．3二．1／4〃〃τ副。〃

1～1ψ～‘1〃∫コブナグサ十，ゐ（〃〃〃α♪α〃欲η∫’α’αアオウキクサ牽，ガ1’で〃ω’～α56ノ次y／雄bZ～αノミノツヅリ十，

in　4；3‘〃‘〃’～‘δαZぶ〃’8　var．〃〃4〃Zζ～’αミノフスマ十，＆～‘！’〃〃〃～’〃ηノ21マ〃〃コモチ・マンネングサ十，　Rα〃〃一

〃α‘♂〃∫W～ビ灘細∫タガラシ十，μ）ψ‘f1プα〃〃／α溜’〃’コケオトギ9十．

1）　自然植生　Na毛Ur蕪che　VegetatiOR

　西部開発地区の自然植生はきわめてかぎられており，面積的にもかぎられている。自然植生域

は地域全面積’436haの約3％にすぎない。

（1）シラカシ群集　シラカシ群集はケヤキ亜群集と典型亜群集に分けて表わされた。特にシラカ

　シ林については調査の目的から少面積の残存林分の断片や遷移途上とみられる若令林もすべて

　もらさず植生図上に表わされた。このために丘陵斜面の領斜地にも典型亜群集が記録された。

　ケヤキ1倒年取の残存林は南大沢と遺水の人家周辺に点在しているQ特に南大沢の南向き斜面に

　は屋敷林的に点在し，地区内では最も自然植生が豊富な区域となっている。典型亜群集の林分

　は丘陵地の墓地，祠のまわりなど小面積の断片がこれにはいる。

②＿ヲシ．群落．多摩美大西側の貯水池に現存植分がみられる。水深50cm内タトよりも浅い場所に生

　育する。水位が増すとその部分には植生は見られず開放水域となる。現在，地区内の水湿地は
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Nr。　d．　Aufnahme：

DatUm　d．　Aufnahme：

Tab．26　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

Stellario－Ranunculetumcantoniensis
　　　　　　　　　　　　　調i査番号
　　　　　　　　　　　　　調査年月　i三1

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）；

且6he　cL　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調i査颪積
穂生の高さ
植　　被　　率

出現種数

1　　2　　　3

74　　75　　〃

11　　5　　〃

23　　5　　〃

2　　4　　　9

0．！　　0．3　　0．3

30　　　　20　　　　80

12　　12　　12

Kennarten　d．　Ass．　u．　h6heren　Einheiten：

五♂妙。α‘燃α89～’α♂ゴ∫var．α7脚で〃∫～5

　5’6ZZαノーげααZ∫加8　var．7〃Z諾Z4α如

　L妙5α〃α＠090刀0∫483

　刀6σゐ〃溜zπ∫α∫ツ之憩πcんπθ

　RαノZτ〃Zα’Zπ∫α〃Z’0πガθ〃認5

　α〃ゼα〃’∫ノ～8／Z躍～ω5α

Begleiter：

　384～〃μゐ～‘あ旋η‘蹴

　0θノzα7z疏8ブα7α短α五

　R）オ（η諮∫zzαたzθ’πゼαア～α

　Pθ砂go2z1〃μ∫詑みoZ読’

　五5孟1ug厩π5∫∫πノα∬

　Rαノ～～〃z6z4z‘∫5（ア8z8ノτぬ，5

　1醐出現の種

群集および上級単位標徴種：

　スズメノテッポウ

　ノミノフス『マ

　コオニタビラコ

　カズノコグサ

　ケキツネノボタン

　タ不ツケバナ

随　　痒　　種

　コモチマソ不ソグサ

　セリ

　オヘビイチゴ

　ウナギツカミ

　ゲ’ンゲ

　タガラシ

1・2

十

！。2

●

●

9

十

÷

十

●

●

！・2

！。2

十

！・2

十

十

1・2

十

1・2

2・3

　0

十

÷

！．2

十

■

　　　　　　　AuBerdem　je　einlnal　i1｝Aufn．　Nr．1：G〃‘ψ1zα♂∫’〃”‘碓Σ〃召ハハコグサ十，ル～8～Z召〃’α舵’∫αた

イボクサ十，（与｛ρθ々∬‘Z1励η舷∫タマガヤツリ十，　Rfぬ。α〃♪螂ノ～α孟ζ護螂イチョウウキゴケ十，　EZω（ヲ溜齋

α6～α’Z‘〃層～∫var・Zoノ～9～∫θ‘αマツパイ十，　in　Nr．2：3α91〃αノ‘ψo／zガ‘7αツメクサ÷，Egκf∫6‘’〃ノ’♪α”’∫’潔イヌ

スギナ＋，％ら・go〃’〃μZo1～9∠∫d‘～〃μイヌタデ÷，　Nr，3＝習〃u9〃雌d∫c‘，〃z〃～〃～15ヨシ＋，　M’∫α‘〃’1～～‘∫

3加6ノ画∫ススキ十，∠胎漁π躍。μ海功14～‘5コブナグサ十．

植物の生育条件が変わり易く植生域も変化しやすい。

2）代償植生　Ersatzges磁schaften

　西部地区のように代償植生の多い地域では現存植生図はそのまま代償植生図と言える。地区の

95％は代償植生である（Phot．18）。

　クヌギーコナラ群集は典型1拒群集とヤマツツジ亜群集で表示された。ヤマツツジ亜群集は南大

沢よりも北側で丘陵の尾根や山腹の急斜面に現存する。ヤマツツジ亜群集の立地では御殿峠礫層

が地表近くに露呈されている。南部の丘陵地の二次林はほとんどがクヌギーコナラ群集典型亜群

集に所属する○これらのクヌギーコナラ群集には伐採後の単層または2層の群落階層数が少ない

伐採跡あるいは若令林から4つの階層からなる高木林まで種々のステージが含まれている。1974

年現在まだ調査地区内に炭焼窯が二基あって，木炭生産も行われている。調査地区内で最も広い

面積を占める林分はクヌギーコナラ群集典型亜群集である。



70

　針葉樹の植林地はアカマツ・クロマツ植林，スギ・サワラ植林として表わされた。アカマツ林

は南大沢と上柚木に5，6か所見られる。主としてアカマツ林でクロマツはわずかに混槙されて

いるだけであった。スギ，ヒノキ，サワラの植林は地区全体に分布している。開発が決定される

以前にまとまった面積の植林地があったことが航空写真からうかがえる。1974年現在20～3（）年生

以上の有用針葉樹はほとんど伐採されてしまっていたQクヌギーコナラ群集の中に境界木のよう

に即題された例や丘陵内の［⊥1道に沿って植えられている場所もある。ニュータウンの緑化に備え

て設けられている落葉樹の植林は自動手£の便のよい道路沿いの低地につくられている。主なもの

は遣水と南大沢に四か所に現存する○

　モウソウチク林は丘陵の斜面下都で人家の周辺に現存する。残片的な小面積の林分もあるが全

体の面積は畑放棄．地に次いで5位に位遣している。排水の良い適湿ないし湿性地が生育地であ

る。メダケ林は大田川沿いに帯状に生育している。その後河川の改修工事に際して大幅に減少し

ている〇

　二次草原のアズマネザサーススキ群落，クズーカナムグラ群集は地域全体にわたって分布して

いるQ多摩ニュータウン開発のプランが決定されてから，耕作を中止して放棄された畑のほとん

どはすでに二次草原へと遷移が進んでいる。谷ぞいあるいは道路沿いにこの草原は広くひろがっ

ている。オニウシノケグサ，シナダレスズメガヤなどを主とするイネ科植物群落は新設された道

路ののり而や造成地の斜面に現存する。シバ群落は農道や山道にせまい幅で現存する。最も巾の

広い群落でも2mをこえないので植生緩1に表わされた部分は少ない。

　地区内の伐採跡地は比較的広いはずであるが遷移の進行が速く，しかもクヌギーコナラ群集の

伐跡が多いためにダンドボロギクーベニバナボロギク群集域は少なかった。耕作放棄後2，3年

の畑はヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落として表わされる。地域内ではススキ草原に次

いで広い面積を占めている。カラスビシャク一丸シキソウ群集と共に丘陵のゆるやかな斜面に沿

って見られる。茶園，落葉果樹園，苗鋼などは群落としてはカラスビシャク一寸シキソウ群集に

判定されたが粗観的に異なる。いずれも疏菜畑よりも小寺積である。カワラスゲークサイ群集と

クサイーカゼクサ群集の踏跡群落地は集落1勾の小道，農道，丘陵内の山道などに現存し，シバ群

落と周じように植生図には線状に表わされる。桝1積地にはウリカワーコナギ群集とイヌスギナ群

落が現存している。

　古くからの集落は植栽樹の多い住宅地となっている。植栽されている種はマサキ，ヤブッバキ，

モチノキ，アオキなどのヤブツバキクラス構成種が含まれ，シラカシの高い生垣もみられる。新

しく造成された住宅地は，表層土がはぎ取られて裸地となっている。ニュータウンの建設工事が

進められるに伴って無植生地の面積は増大するとみられる。

3）　現存植生の酉己分

　南側の試験道路から南大沢を経て上杣木にいたる地形断酬ヌLi二に配分されたイ値生が模式的に配
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置されている（Fig．19）。

　試験道路ぱ車の往来カミはげしく中央都は画地となっているが，奇縁には一飯踏跡群落が線状に

みられ，その外側にはアズマネザサーススキ群集がみられる。丘陵上の玉阯墨画はわずかであり，

傾斜地に移行するがそこにはクヌギーコナラ群集が．「鞍下部まで広がっているQ南大沢の小盤谷

である九段甫谷戸の湿生地にはスギの植栽地があり谷戸の低湿地は水田として利用されている。

同じような立地にみられたスギ植林の伐採跡には1年生のキク科植物などが生育する。南大沢の

谷戸の南向きの斜面には古くからの集落があり，その周辺にはシラカシ群集やモウソウチク林が

分布する。丘陵をこえて大栗川に面した二十二号地あたりは沖積獅との標高差も大きくやや急傾

斜地であり，基盤の第3紀層の露出がみられクヌギーコナラ群集のアカマツ！lll群集が配列される。

大栗川に面した斜殖iは傾斜もゆるやかで畑地として利用されている。

3．潜在自然植生図　Karもe　der　potentieH　na捕rlichen　Veget段tion

　潜在自然髄生図は！／！0000の縮尺で作製された。西部開発地区のように自然槌生がきわめて少

ない地域の潜在植生図の作製はきわめて困難が伴う○潜在1曇1然密生の判定にはすでに調査された

神奈川県および多摩ニュータウンの資料が参考にされた。

潜在自然植生醤1作製疑惑：潜在自然植杢1三はその立地の気候，地形，地質，土壌，土地利用形態，

現存植生，残存木など多くの条件から総合的に判定される。多摩丘陵のシラカシ子壷（内陸部）の

潜在自然植生の判定1まTab．27潜在自然植生図作製指針によって行なわれたQスダジイ林域はお

よそ下末吉台地までに限られていて多摩丘陵の北西部では現在見いだされていない。丘陵はほぼ

全域がシラカシ雨域と判定された○潜在自然植生の調査は1974年4月から11月にかけて行なわれ

た。調査中に造成による土地の改変が進行し，それに伴って潜在自然植生も易所によっては変わ

って行った。今回の潜在自然植杢ll三図の作製は1974壬｝・三4月の時点で行われた。凡例ぱ7つで縮尺1＝

！0000の地形図上に描かれたO

D　シラカシ群集

　丘陵地の大部分はシラカシ群集域と判定され，ケヤキ亜群集，典型亜群集，モミli巨群集の3つの

下位単位に区分して表わされた。シラカシ群集のケヤキ亜群集は丘陵の斜面下部に広く分布する。

調査地区の海部の南大1尺では広く，北部の上柚木や遣水では狭くなっている。これはロームの基

盤となっている砂層の厚さとこれを被うローム層の厚さにも関係があると考えられる。ロームの

厚：い南部では憂心の土地が多く，それがケヤキ亜群集の潜在自然植生域となっている。南大沢で

表土をけずり取って砂礫層の露呈された立地はモミ亜群集域と判定される。相観的に尾根にアカ

マツの生育する場瞬はモミIl巨群集域と考えられる。典型亜群集よ1）もさにら乾燥する土地は南大

沢の谷部には少なく上柚木と遣水に多いQ

　シラカシ群集は調査地区内で最も広い而積を占める潜在自然植生域である。
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6
鼠

凸．．涜⑳
魁

船声みじ．
り　にアハコドヒ

　　ねあ
　　㊥＾彦

1．

2．

3凸

4．

匠⊥三旺憂1・訂ll隣ll
　　　　　　　　　　　　　　　Fig．19現存植生配分模式図

　　　Verteilungsschema　der　realen　Vegetation　des　W．Teils　der　neuen　Stadt　Tama．　Die　Num一

シラカシ群集ケヤキ亜群集

Quercetum　myrsinaefoliae
　　　Subass．vonZelkova　serrata
シラカシ群集典型瀬群集

Quercetum　myrsinaefoliae
　　　Typ童sche　Subass，
コクサギーケヤキ群集

　　　Oryxo－Zelkovetum　serratae
クヌギーコナラ群集典型亜群集

Quercetum　acutissimo－serratae
　　　Typische　Subass．

5．

6．

7．

9．

「i　11

6　1　9　　1 24 12 25

クヌギーコナラ群集，アカマツ亜群集

Quercetuln　acutissimo－serratae
　　　Subass．vonPinusdensiflora
アカマツ植林
P〃～～’∫46π吻7ωU－Forst

スギ。サワラ右宜刺く

σ1）四〇〃～8ノヅαノ砂。ノ～此‘‘，Clz〃’α8りψα廊μ3漉ノu－

　　　Forst
モウソウチク林
測弓〃・勲吻∫ゐ脚’ηの，ぬvar．鋼∂6∫66・zト

　　　　　　　　　　　　　　　　Bestand

2）　コクサギーケヤキ群集

　コクサギーケヤキ群集は残存植分がきわめて稀れな群落である。そのために，その存在は早く

から予報されていたが，明確な種組成表が発表されるのがおくれた。群集の標微種，区分種のケ

ヤキ，ミズキなどは比較的残っているがコクサギ，イチリンソウ，ニリンソウなどはほとんど姿

を消している。したがって潜在自然植生域の決定には残存植生，残存木の他に，さらに代償植生

との関係，土壌断面の比較などによった。河川の運搬したロームの堆積地で傾斜はゆるやかな土

地が多い。コクサギーケヤキ群集は大栗川と大田川の刀【沿いにみられた。土地はきわめて肥沃で

主として，畑などに利用されている○川沿いのメダケ林の立地もコクサギーケヤキ群集の潜在自

然植生域である。

3）　クヌギーハンノキ群落

　　Qπercπs　αcπオεεεεη己α一ノ盗Zππ8ノαPoπεcα一Gese難schaft

　クヌギ，ハンノキ，ゴマキ，イボタノキ，ヤガミスゲで特徴づけられる夏緑広葉樹林が自然の

河川敷などにみられ，クヌギーハンノキ群落として知られている（Tab，28）。主な生育地は河川

の高水敷や小谷の谷頭部などである。立地は地下水位が高く降雨時には過湿セこなる立地である。
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愚　満

　　　携硲

継v
蜘

帽22
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三〇．

／1．

12．

玉3噛

｝4．

mern　entsμechen　denen　der　Karte　der　realen　Vegetation．

メダケ林
ノ1／wκ～～〃ζ〃’1α5〃〃。〃f1－Gesellschaft

クズーカナムグラ群集

　　　Pueraria　lobata－Humuhs
　　　　　scandendns－Ass．
アズマネザサーススキ群集

Arundinar1o－Miscantlletum
　　　　　　　　　　　　　　　Slnens1S
オニウシノケグサ群落
丑磁，，ωα1wκ11ノ～αα～α一Gesellschaft

シバ群落
　　　Zの・3～α紳θノ～～・惚一Gesellschaft

16．

17．

19．

22．

24．

25．

ヒメムカショモギーオオァレチノギク群落
Eノゴ98’り〃α〃1α♂‘～”∫～∫一E’聴署’η〃58〃〃α診1で〃∫～∫

　　　　　　　　　　　　　　一Gesellschaft

カラスビシャクーニシキソウ群集

Pinellia　ternata－Euphorbia
　　　pseudochamaesyce－Ass．
果樹園　Obstgarten

ウリカワーコナギ群集

Sagittaria　pygmaea－Monochoria
　　　vaginaIis－Ass．
住宅地　　Sledlungsfl瀧he

造成地　Baustelle

水位は高いが泥炭層の堆積はない。

　本調査地にはクヌギーハソノキ群落の現存植生は全くみられなかった。しかし多摩丘陵および

関東地方全域の調査資料から潜在自然植生域が点在すると判定された。沖積地でやや土地が高い

立地では黄菜畑などに利用されている。また谷頭の過湿地もクヌギーハソノキ群落域とされる。

4）　ヨシーハンノキ群落

　Phrα9πεfθs　cω川π配πr8一認肱8ノαpoπεoα一Gese董lscha幾

　ヨシーハソノキ群落は多摩．丘陵の谷部で低湿な泥炭層形成地に残存している湿生夏緑広葉樹林

である。ヨシーハソノキ群落は多摩臨陵地内の吃田岩ノ朝講の報告がある。ヨシーハンノキ群落

は関東一円をみても今日ではきわめて稀れな残存自然植生である。今回の調査地区内では，すで

に現存植生は見当らなかった。しかし，周辺域の資料などと比較考察の結果，調査地内の現在水

田として利用されたり，水田放棄地とされている低湿地のほとんどはヨシーハソノキ群落と判定

される。
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5）　セリークサヨシ群集およびiヨシ群落

　Oena嚢もh。＿Phalarideも疑m　aru烈dinaceae聡．　Phrag搬iもes　c・m胆unis－Geseユlschaft

　谷戸の中の流水路の緩るやかな流れの水辺や停滞水域にはセリークサヨシ群集がみられる。現在

これらの用水路は改修がすすめられているが，潜在自然植生はセリークサヨシ群集と判定されるQ

また貯水池で現在ヨシが4三難している水深10cm以…ヒの場所は自然のヨシ群落になる。70cm深以上

の貯水池内はこのまま人為1雛用がまったく及ばなくなればヒルムシ・クラスなどの網三植物群

落に変わると考えられる。貯水池および南大沢などの流水路はこれらの群落域として表示されるQ

懇懇二》瓶、ふ鴨 驩U・

暑螺遜

麟
紅
皿磯

難総

i…醗

　　　　磯

難懸

難業
鰻

鎧難浮総馨

　Phot．18．民家の庭にみられるシラカシの高垣
Hecke　aus　Q、，、・1・・，’ぎ〃・き・W～〃・ぞ・〃～・授篭n　e…nem　Prlvat－Ha・1S
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4．　植物社会学的な自然診断

　以上のように現存植生とその分布が把握された結果から土地本来のもつ植生を支えうるポテン

シャルな自然植生が考察された。その結果から多摩ニュータウン西部地区についての植物社会学

的観点からの植生診断および立地診断が行なわれた。

残存良然堕薩惚～．質と星：今日なお生育している残存植生のうちシラカシ群集は種々の点において

重要な意味をもっている。多摩丘陵では一般に社寺林および急傾斜地あるいは屋敷林としてシラ

カシ群集が保存されてきた。しかし開発が進むにつれて，この自然植生は破壊されることが多く

なっている。

　多摩ニュータウン西部地区では自然植生の種類がきわめて少ない事が指摘される。元来，自然

の環境は多様なものであり，それに応じて自然植生も多彩で変化に富んだものである。人間の長

い間にわたる値生へのはたらきかけによって多様であるはずの植生がシラカシ群集とコクサギー

ケヤキ群集およびヨシ群落の植分というきわめて限られた形に貧化させられてしまっている。

　さらに指摘されるのは，その自然植生の量と質の問題である。調査地区内436ヘクタールのう

ちシラカシ群集の林分は！％にも達しないほどの面積しか残っていない。しかも各林分はきわめ

て断片高木面的で森林としての形をとる最小限度の広さも維持していない植分が多い。すなわち

の植生調査面積の最低とされる！50m2にも及ばない面分が大半を占める。また，シラカシ群集の

1熱撫

難蕪籔

Phot，19．屋敷から裏山にはモウソウチク林や常緑樹林が続く。
　　　　　　Altes　Bauemhaus　mit　dichtem　Hofwald．



76

ご淋
’、 @＼

‘

、、　　　　　　　　　　　　　ノ

獅騰
Φ
乙

郵
　　δ

G無 籍
　　聖

1．

2．

　　　　　　　　　　　　Fig．20潜在自然植生配分模式

Fig．20．　Verteilungsschema　der　potentiell　natUrlichen　Vegetation　im　W－Teils　der　neuen　Stadt

シラカシ群集・ケヤキ亜群集Quercetum
myrsinaefliae，Subass．vonZelkova
serrata
シラカシ群集・典型亜群集　Quercetum
myrs三naefoHae，TアP三sche　S曲ass．

3．　シラカシ群集・モミ亜群集　Quercetum
　myrsinaefoliae，　Subass．von
　Abies　firma
4．　コクサギーケヤキ群集

　Orixo－ZelkOve亡um　　serra亡ae

林分すれすれに道路が建設されたり，間伐されたり，林縁群落が破壊されたりしている。林分の

面積がこのように小さいためにシラカシ林内には草原や二次林の構成種が多く混生している。ま

たシラカシやヤブツバキなどの常緑樹が各階層にバランスよく配分されていない。量と質ともに

本地区のシラカシ群集は低いレベルにあると診断される。それだけに，林縁周辺部と共に十分な

保護がのぞまれる。

既存集落周辺の植生について：古くから存続してきた集落には長い間にわたる人々の意識的ある

いは無意識的な生活の知恵がうかがわれる。地区内の集落とくに南大沢の丘陵下部の集落には植

物群落利用の態度に長い時間の結果得られたであろう生活経験の集積がみられれる。人家は沖積

面よりも10m以上高い場所に建てられ，家のまわりには畑地があり，自家用の疏菜類を供給して

いる。家屋の周囲は常緑広葉樹でとりまかれ，特に北側と西側からの季節風や飛砂を防ぐように

屋敷林が形成されている。またシラカシ，アカガシによる高生壇もみられる（Photユ8）。屋敷林

に続くモウソウチク林は斜面部を被い，用材に使われたり斜面の崩壊を防いでいる（Phot．19）。

現存植生図で示されるようにシラカシ群集は集落の周辺に集中している。クヌギーコナラ群集あ

るいはスギ，サワラ，アカマツなどのように定期的に皆伐される利用林地は人家からやや離れた
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灘

6 7 4 1 2 3 1 4

Tama．　Die　Nummern．　entsprechen　denen　der　Karte　der　potentiell　natUrlichen　Vegetation．

5．

6，

クヌギーハンノキ群落　　　　　　　　　　　　　7．
∠1Z／z8‘∫ノ妙。〃1cα一Gesellschaft

ヨシーハンノキ群落飢m9〃βノォ‘ぞ∫ω〃〃〃’〃溶一

A1ノ～〃∫ノ‘4）‘〃”αz－Gese1翌schaft

セリークサヨン群集およびヨシ群落

OeIIantho－Phalar量detumarundin．
aceaeu．　P1～’闇α9〃～～オρ5α）〃～〃”〃’～∫一Geselischaft

場所にいわゆる里山としてみられることが多い。

潜狂一鼠然植生り駕分：地区の地形断面図上に潜在自然植生が表わされた。南側の試験道路から南　．

大澱を経て上柚木にいたる南北方向への断面図上に模式的に配置されている。

　試験道路を含む南側の尾根ロームがかなり厚く積っていてシラカシ群集の典型蕪群集とされる。

南大著の谷ではシラカシ群集のケヤキ亜群集は斜面の比較的上部までひろがっているとみられる。

南大沢の沖積低地はヨシーハンノキ群落が潜在自然植生とされる。流水辺は帯状にセリークサヨ

シ群集の潜在自然植生域である。南大沢の沖積地の北側は帯状にせまい巾のコクサギーヶヤキ群

集の潜在自然植生域で占められている。それに続くシラカシ群集ケヤキ亜群集は谷の南側にくら

べると巾がせまい。尾根上の突出部はシラカシ群集モミ亜群集と判定される。
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V　植生学的立地診断と環境の保全と創造についての提案

1．　現存植生図による立地診断

　南多摩地区は東京都全体から見れば緑豊かな地域にあたる。しかし，現地踏査を主とした現存

植生図（縮尺1：2500）によって植物社会学的に植生の自然度をも含めた質的な配分を見ると自

然植生はかぎられている。

　大部分の現存植生は，長い間の人間の定期的な薪炭林としての伐採，用材確保のための針葉樹

の植林など粗放的な管理から除草，中耕，作物栽培などの集約的な影響下に持続している半自然

植生といえるQ

　一見平凡に見える，かって我が国の各地にどこでも見られたふつうの，しかし安定した田園景

観からなっている多摩西部開発予定域の現存植生図から結論されることは，全般的には半自然植

生を主とした，急速，大規模な立地変化を短時間に画一的に行わないかぎり，ひかくてきよく安

定した，健全な田園景観として持続する。

　自然植生のシラカシ群集ケヤキ亜群集および典型亜群集は古くから存続している農i家の裏山や

麗敷林，または斜面部などにきわめてまぼらに，ごく小面積で残存しているにすぎない。したが

って，シラカシ群集の冬も緑の常緑広葉樹林の林分は，たとえ小規模でも，もっとも自然度が高

く，環境保全林として総合機能も高いので第一級の保全町分として保護されることがのぞまれる。

　第3の多摩ニュータウン西部地区現存植生図域内の自然植生は湿地のヨシ群落である。ヨシ群

落は池沼などの水の動ぎの少ない中門ないし富養立地に発達する。かつて，水田に利用されてい

たところが多かった河川ぞいの沖積低地はヨシ群落に占められていたところが多かったと判定さ

れるが，現存植生はきわめてかぎられている。

　調査対象域でもっとも広い面積を占めているのはクヌギーコナラ群集典型亜群集域である。か

って数百年来薪炭林として10～25年ごとに伐採されることにより，潜在自然植生の常緑広葉樹林

であるシラカシ群集から退行して生じた代償植生である。農耕地として利用するのには傾斜の急

な丘陵，山地，斜面上を広い面積で被っている砂層がローム層下に露出していたりして，やや貧

養立地ではクヌギーコナラ群集アカマツ亜群集が発達している。

　以上のクヌギーコナラ群集域は，このまま人為的干渉を停止して放置すれぽ数10年後にはシラ

カシ群集に移行することは，林内のシラカシをはじめピサカキ，シロダモなどの常緑広葉樹の構

成種群が人の目を逃れて生育している事実からもわかる。クヌギーコナラ群集が現存植生の立地

は，長い間一定の人為的管理と対応して存続している持続群落としてのクヌギーコナラ群集の櫨

分と同様にある程度の人為的干渉と対応して安定している。

　植林ではスギ，ヒノキ，サワラの植林がかなり斜面や凹状の斜面下部（スギの場合）などに行
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われている。マソ類の植林は少ない。一部尾根部にアカマツ植林が見られる程度である。

　土地開発に際して，木材生産の立場からはスギ，ヒノキ，サワラなどの針葉樹が残されるべき

であるが，ニュータウンの中やまわりの環境保全林としては，クヌギーコナラ群集の方が安定し

ており，多様な機能を果す。また人為的干渉を加えなければ，潜在自然植生のシラカシ群集への

回復が早い。公園，散策地として利用する場合にも，冬は落葉して陽光が林内で利用できる。夏

は木陰をつくる。ある程度の人の立ち入りも，自然林のシラカシ群集などよりも快適度と抵抗度

（植生の側からの）が何れも高い。

　土地造成に際して移植された南大沢南部などのシデ類，コナラ，ヤマザクラ，クヌギなどの夏

緑広葉樹の生育は針葉樹の植林とひかくしても生育がよい。昔から存続してきた集落のまわりや

斜面下部の土壌の厚い，やや湿性の立地にはモウソウチク林が日本の典型的な田園景観の主役の

一部を演じている。

　丘陵上や斜面の尾根穴部などでは，かつてわらぶき歴根の材料や家畜の飼育に際しての敷わら

として広く利用されていたススキ草原が見られる。関東地方に広く一般的に見られるアズマネザ

サーススキ群集は対象地区南部の自動車試験道周辺をはじめ各地に不正形の形で存続している。

　ゆるやかな台地，丘陵部や，そのまわりの緩斜面などにカラスビシャクーニシキソウ群集を雑

草群落とする畑地が広く見られる。最近の農家の人手不足その他の原因による耕作放棄畑はヒメ

ムカシヨモギー帰馬アレチノギク群落におきかわっている。4～5年以上の放棄畑にはクズーカ

ナムグラ群集などが見られる。沖積低地，凹状地で水利の万能な立地は長く水田として利用され

てきた。ウリカワーコナギ群集が夏季雑草群落として生育している水田は耕作放棄されるとイヌ

スギナ群落などの放棄水田雑草群落に変る。

　以上の各植物群落が立地の自然条件と様々な入為的干渉の総和として具現されている多摩ニュ

ータウン西部地区は植生的には代償植生が主であるが，全体的な配分は長い時間をかけて安定し

た調和ある自然植生から人為植生までの各群落の空間的にも秩序のとれた植生複合景観を形成し

ている。

　また現存植生を指標として立地診断を行なうと，全般的に立地は安定している。地形的にも極

端な高低差がなく，現代の土木技術をもって行なえば全域のテラス状土地造成も可能である。し

かし，一度破壊した多層群落の植生復元には長い時間を必要とする。新しい時代に対応した健全

で，長つづきのするニュータウン建設のためには以下の諸点が現存植生図からの留意点としてあ

げられる。

　（1）シラカシ群集は，本調査域の代表的な潜在自然植生で，四季を通じて環境保全さらに，防

火，防震などの防災効果も，もっとも高い。したがって開発，土地利用に際しても第一保全候補

植生として，周辺部を含めて絶対保護が強くのぞまれる。

　（2）クヌギーコナラ群集，モウソウチターマダケ林などの工次林もできるだけ保全されること

が好ましい。とくに斜面，丘陵，台地のふちの部分などは，ブルドーザーの画一利用，画一土地
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造成を避けて，少なくとも斜面を主に帯状に残す。

　（3）アカマツ・クロマツ植林，スギ，ヒノキ，サワラ植林も急斜面ぞいなどのものは可能な範

囲で残す。将来郷土の森環境保全林にしょうとする際には，シラカシ，アラカシ，ウラジロガ

シ，アカガシなどの潜在自然植生構二種の幼・中木を林内に植える。また林床はできるだけ破壊

しない。

　（4）潜在生産性のきわめて高い水田，畑などの農地の埋立て，造成はできるだけ避ける。

　（5）アズマネザサーススキ群集などの草地，カラスビシャクーニシキソウ群集　ウリカワーコ

ナギ群集などによって現在占められている農地をニュータウンとして造成する際には，微生物，

土中動物群集のかたまりともいうべき表層土20～30cmは必ず保全：しておいて，将来緑化する地区

に復元する。

　（6）かつての鎮守の出島にシラカシ群集，クヌギーコナラ群集の森林を各ニュータウンブロッ

クの中にかたまりとして残す。同時に斜面尾根ぞいなどにニュータウンの全域で帯状または短ざ

く状に，すべての地区で最低限の樹林と集落が共存できるように残す。一度，破壊された植生域

たとえば造成地での緑の郷土林の復元には高額の経費と長い時間を必要とすることを理解する。

2．　植生機能図による環：境保全と機能別土地利用の潜在可能性と限度

　植生機能図は現存および潜在自然植生図と土地利用の実体調査結果を総合して，機能別土地利

用について，自然環境の保全を前提として考察し，地図上に押れたものをいう。

　植物社会学的に作製された植生図は，植生を指針とした環境変化の現状診断や開発に際して保

護されなけれぽならない自然度の高い植生，人間の干渉に敏感な弱い自然植生の判定に利用され

る。潜在自然植生は新しい自然利用の基礎図としての積極的な利用が可能である。

　しかし，科学的な植生図だけでは都市計画，自然環境の保全，復元，道路，レクリエーション

地区，住宅，農地，商業施設などの自然保護，環境保全と様々な土地利用地区をどこに適地を求

めるかには必ずしも十分ではない。

　植生機能図は無理のない賢明な土地利用のための，植生の側からの，また植生を指標とした潜

在土地利用可能性を示したものである。すでに植生機能図はヨーロッ・《ではEllenberg　らによ

って提唱されており，環境庁作製の植生図および自然度図（1973年度調査）などは，機能図を日

本全国土についておおまかにつくるための土地利用図とさえ極論している。（1974年6月5～7

日の国際植生学会日：本大会でのEllenbergらの発言）

　今回の調査対象域，多摩ニュータウン西部地区の植生機能図の凡例は，機能別に5区分された。

D　　自然保護機能地　（域）

　シラカシ群集，斜繭下部のマダケーモウソウチク林，屋敷の後背林，水辺のヨシ群集などの自

然度の高い植生域や人間の干渉に敏感な植生域がまとめられている。できるだけ人為的影響を与
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えないで，植生が破壊されているところでは潜在自然植生の主要構成種による復元がのぞまれ

る。

2）　環境保全機能地（域）

　クヌギーコナラ群集の典型およびアカマツ亜群集が現存植生の地域。また常緑広葉樹のシラ男

シなどの下生植物の多い安定したスギ，ヒノキ，サワラ，アカマツ植林も一部含まれる。利用面

からは自然レクリエーションも植生を破壊しない程度で可能である。

　すなわち，林内散歩道などの設置，部分的な地形を変えない範囲内での遊器具設置などもでき

る。しかし，あくまで線的な利用に限定し，根本的な立地の変化は行わない。散歩道ぞいなど必

要に応じて潜在自然植生図を基礎とした郷土種の植栽も行う。

3）住宅およびレクリエーション機能地（域）

　ある程度の立地の変化，地形の変化も可能である。しかし，できるだけ現在の高木林，地形の

起伏を活用しながら利用する。とくに樹木の必要に応じての移植と：水系の保全：に留意する。斜面

林もできるだけ保全：することが必要である。

4）　農地機能保全地　（域）

　潜在生産性の高い農地は将来の食糧問題を考慮するときに絶対的にその機能を保全することが

つよくのぞまれる。とくに単位二丁あたり収量の高い良作水田の保護を第一とし，住宅地などに

利用しなければならないときには潜在生産性の低い二二畑などの畑地，耕作放棄農耕地から土地

利用転換を行う。また農耕地の表層土（肥土）20～30cmは埋立てに際して，あらかじめ除去して

：再利用に供するよう十分な配慮が必要となる。

5）　商業施設および住宅機能地（域）

　土地のもっとも効率的な利用を必要とする地区で，相模原一立川線，現在の防衛庁車輌試験道

路ぞいなどのように地形がひかくてき平坦で，植生の自然度がもっとも低下している。

　商業施設，住宅地区は専有域を画一的に広域にとらないで，各機能地の調和のとれた複合的土

地利用形態がもっとも健全で，多少一時的な効率は落ちても確実な土地利用形態ともいえる。

　以上5区分の機能区分図は，現存および潜在自然植生図と現在および過去から今日までの土地

利用形態を総合的に考察したものである。我が国では生態学的には，はじめて試みられたもので，

自然環境の保全を前提とした新しい土地利用計画，ニュータウン計画の作製，実施のための基本

処方箋ともいえる。しかも，潜在機能区分図で，自然環境保全計画，都市計画，地域計画で各種

の顕在的な仕事を行なう場合には，いわぽ自然や楠生の側からの脚本として十分な理解と基礎資

料としての利用がつよくのぞまれる。
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　植生機能図使用に際して留意すべきことは，現存および潜在自然植生と過去から現在までの把

握し得る土地利用状態から総合的セこ判定されたものであり，基本図としての利用を考えるべきで

ある。

3．　潜在自然植生図による緑の環境創造への提案

　ニュータウン建設，道路，下水道の建設などの公共施設をつくる場合にも，ある程度の植生，

地形の変化は食いとめることはできない。しかし，第二次大戦後20数年間行われてきたような，

せつな的効率，経済効果至上主義では，逆に自然環境の破壊，さらに悪くすると新旧両地域住民

の精神的，さらに肉体的生存環境の汚染，荒廃，破たんをもたらす危険性が強い。

　新しい，間違いの少いニュータウン建設，土地利用とは，現存植生図，植生機能図などによっ

て，できるだけ現状の地形や現存植生を破壊しないことである。同時にこれからの開発計画は，

自然環境の保全，失われているところでは積極的な創造を先行させる。

　多摩ニュータウン西部地区の開発に際しても’従来の画一的な都市砂漠につながりかねない住宅

建設から自然環境の保全と積極的な創造を前提としたこれからの時代に対応した本物のニュータ

ウンづくりが期待される。そのためには，斜面，水辺ぎわ，尾根筋などの人為的干渉に敏感で復

元の困難な弱い自然は自然度の高い環境保全地区として残す。

　また土地造成に際しては表層土を除去，保全しておき，必ず復元することによる，健全な土壌

環境の保全維持に努力する。生態系の基本構成老であり，生物群集の生産老の立場にあり，量的

にもっとも多い植生を利用したニュータウンの中やまわりに生きた浄化装置（1iving　filter）を形

成するためには植物群落の成立，存続の環境的，社会的秩序にそって行わなければ成功しない。

　とくに植物は種固有の発展のプρグラムを内蔵している。低木，草本，高木のちがい，落葉，

常緑，広葉または針葉のちがいなどすべて種特有の性質である。したがって，目的，対象に応じ

て，種類の選択は間違いなく行われなけれぽならない。

　いわゆる緑化として最近各地で行われている植栽は視覚的美化運動の一環としての芝生にキョ

ウチクトウ，ニセアカシヤ，カイヅカイブキ，カナリーポプラなどの外来樹種がまぼらに植えら

れていることが多い。もとより，芝生，外来樹種の植栽でも，基本的には生きものを使ってのあ

る程度の環境保全機能をもっている。しかし，時間と共に発展し，より多様な環境保全機能を高

め，現在未知の要因も含めた生命集団の側からの生きた警報装置の機能も果す，本物の環境保全

林の形成には潜在自然植生図を基礎に計画されるべきである。

　潜在自然植生の主要構成樹種，たとえぽシラカシ群集典型亜群集域ではシラカシが主木になる。

シラカシ群集ケヤキ皿群集域では三斜鰍こは将来高木層を形成させるためにはシラカシを，彌高

木層にはヤブツバキ，モチノキ，シロダモなどを主体とする。さらに低木層やマント集落として

林縁を被う樹種にはピサカキ，アオキ，ヤツデなどの何れも常緑広葉樹を密植させて，四季を通

じて環境保全機能の高い生きている緑のブイルターの形成が必要である。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83

　南斜面には夏の樹陰と，冬の陽光が欲しいときには，将来高木層を形成する樹種にはケヤキ，

クヌギなどの落葉樹を植える。亜高層以下に常緑広葉樹が必要なときはモチノキ，ヤブツバキな

どを植える。何れの場合にも将来多層群落の緑のブイルターが形成されるように潜在自然植生図

から転化作製された，各地区の潜在自然植生域別植栽樹種一覧表（Tab．28）の中から種類の選択

を行う。

　さらに移動能力のない植物を使っての生きた環境保全装置を形成するためには，植え方の配列

も植物社物社会学的な秩序にそって行う。表（層）土を20～30cm復元して，できればマウンド状

に盛土された上に将来高木層を形成するシラカシを中心部に，周辺セこ亜高木を形成するヤブツハ

キ，シロダモ，モチノキを植える。

　林縁部には森林保護機能の働きもする低木のアオキ，ヤツデ，ピサカキを帯状に密植する。も

っとも外周部には美化もかねて，ツツジ類などの植栽も可能である。さらにそのまわりは必要が

あれぽ芝生にしてもよい。しかし，住宅群のまわり，道路，公共施設ぞいには，点から線に，線

から帯へ，帯から面へと積極的な環境保全林の形成がつよくのぞまれる。

　さらに生きものである植物は時間と共に発展する。したがって，種子，ポット蕾などの幼苗で

あっても時聞と共に大きくなる潜在自然植生の構成種を密植する。種子やいわゆるドングリの場

合は1m2に100粒，深さ20～30cmのポット苗の幼苗であれぽ1m2に1本の割合で密植する。

　稼手時から森林気候を保たせ，時間と共に競争しながら共存させる生物社会の秩序にそった古

くて新しい環境保全林の形成を計画，実施する。

　住宅地域内では個人の趣味や希望によって自由な植栽が行われてもよいが，周辺部とくに道路，

工場その他の産業，交通施設と接するところでは生態学的な処方箋にしたがった，境界環境保全

林の形成がつよくのぞまれる。潜在自然植生の構成種シラカシなどは，そこに住む人たちの新し

い環境をまもり，火事，地震，洪水，強風などの災害に対しても，直根性で，しかも常緑である

ため十分な防災機能を果す。そして何よりも，現在まだ知られていない様々な効果も含めて，塗

布，ニュータウンの中に人間生存の基盤としての自然の多様性を保証する。
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摘 要

　多摩ニュータウン西部地区は八王子市の南部に位置し面積は約430haの農村地帯である。この

地域は海抜約170mの波状丘陵内を小河川が開析している典型的な丘陵地形であり，第3紀の砂

層の上は厚い関東ロームに被われている。気候は温暖で年平均気温14。5。，年閥降水量約1500

mmである。東京の都心部から40km離れたこの地域は比較的最近まで閑静な農村の形態を保っ

ていた。沖積地は水田に利用され，丘陵部は畑，採草地，植林地，薪炭林などに利用されてい

た。

　1973年から1975年にかけて植物社会学的調査が行なわれた。調査地全域にわたっての植生調査

が行なわれ，これらの資料は多摩丘陵内の他の地域の植生調査資料と共に比較検討されて，10群

集7群落にまとめられた。

1　ヤブツバキクラス　Camellietea　japonicae

　A　ヤブツバキオーダー　Camellietaha　japonicae

　　！）　ヤブコウジースダジイ群団　Ard玉sio－Castaaopsion

　　　（1）シラカシ群集　Quercetum　myrsinaefoliae

　　（2）　コクサギーケヤキ群集　Orixo－Zelkovetum　serratae　nov．

∬　未決定クラス　Noch　nicht　besもimmte　Klassen

　A　コナラーミズナラオーダーQuercetaliaserrato－grosseserratae

　　！）　イヌシデーコナラ群団　Carpinio－Quercionserratae

　　　（1）クヌギーコナラ群集Quercetum　acutissimo－serrame

班　ススキクラスMiscantheteasinensis

　A　ススキオーダーMiscantheもalia　sinensis

　　1）ススキ群団Miscanthion　s1nensis

　　　（1）アズマネザサーススキ群集　Arundinariochino－Miscanthe臓m

　　　　　　　　　　　　　　　　　SlnLenSis

　　2）　シバ恥曝　Zoysionjaponicae

　　　（1）　シバ群i喀　Zのノ∫忽ブ碑＞o加6α一Gesellschaft

W　ヨシクラス　Phragmiteもea

　A　ヨシオーダー　Phragmitetalia

　　1）　ヨシ群団　Phragmit量on

　　　（1）　ヨシ群落　勘プαg駕露θ∫607π27躍πぎ∫一Gesellschaft

　　2）　セリーークサヨシ群団　Oenantho－Phalaridion　arundinaceae
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　　　（1）セリークサヨシ群、集　Oellantho－Phalaridettlm　arun（1in盆ce乏しe

V　　タウコギクラス　Bi（ientetea　tripardti

　AタウコギオーダーBidentetaHa　tripartiti

　　1）　スズメノテッポウ群団Alopecurionamurensls

　　　（1）ノミノフスマーケキツネノボタン群集Stellario－Ranunculetum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　caRtonlens1S

　　末決．定クラス　Noch　nic厩bestimmte　Klassen

　AオオバコオーダーPlantagi且etaliaasiaticae

　　1）　ミチヤナギ群団　Polygonionavicularis

　　　（1）クサイーカゼクサ群集　Juncustenuis－Eragrostis　ferrugi丑ea－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ass．

　　　（2）カワラスゲLクサイ群集　C裁rexincisa－Juncus　tenuis－Ass．

　　シロザクラス　Chenopodietea

　A　ツユクサオーダー　Commelinetalia　cqmmunis

　　D　カヤツリグサーザクロソウ群団　Cypero－Mollugionstrictae

　　　（1）　カラスビシャクーニシキソゥ群集　PiRelhaterIlata－Euphorbia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pseudochamaesyce－Ass．

　　　（2）　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落　Eガg8ro2z　6απα46那お一E万gび。η

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5z〃zαオザθノ～5f∫一GeseUschaft

　　イネクラス　　Oryzetea　sativae

　Aタマガヤツリー．イヌビエオーダーCypero－Echi瓶ochbetalia

　　1）　イネーイヌビエ群鰯　Oryzo－EchiP．ochlorionoryzoidis

　　　（1）ウリカワーコナギ群集　Sagittario・一Monochorietum

】X　．．上級単位未決定群落　Noch　Richt　bestlmmte　h6here　Ein．he呈ten．

　　　α）クズ一山ナムグラ群集　Puerarialobata－Humulusjapon、icus－Ass．

　　　（2）コナラーノガリヤス群落　Q％即侃5躍’7窃α一CαZα2παgア05’∫5α2w～読7zαc6αvar．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐノ・αoんッか・∫6んα一一Gesellschaft

　　　（4）　イヌスギナ群落　Eg～4∫θ’z‘規ノ）αZπ5’2－8－Geseilschaft

　これらの群落区分に基づいて現存植生図（1：10000）は1974年3月の現状が地形図のま：に26

の凡例によって描かれた。調査地域にはクヌギーコナラ群集が広い爾積を占めていることが示

された。

　さらに現．在のままで．人為作用が一切停．i．．しされた際その立地がどのような自然植生を支える能力

を持つかを表わす潜在自然植生図（1：10000）が6つの凡例によって描かれた。丘陵部の大部
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分はシラカシ群集典型亜群集域であり，谷ぞいにコクサギーケヤキ群集域とクヌギーハンノキ群

落域が点在する。また沖積地にはヨシーハンノキ群落域が見られた。現存植生図，潜在自然植生

図および様々な人為的干渉や土地利用形態との総合考察から，それぞれの：立地が各種人為的な利

用に際して持続的に支持し得る能力，機能を持ちうる潜在能力を示す植生機能図が作製された。

すなわち，自然保護機能，環境保全機能，住宅地およびレクレーション機能，農地機能，商業施

設および住宅機能の5つの地域に区分された。

　以上の植生調査結果，現存植生図，潜在自然髄生図および植生機能図を基礎にして新しいニュ

ータウンの環墳を保全し，かつ積極的に創造するための具体的提案が行なわれた。
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Zusammenfassung

Vegetatio無und　Vegetat茎onskarte　i狐NW－Teil　der

　　　　　　　Reuen　Stadt　Tama（west1．　Tokyo）

VO恥

Akira　MIYAW．AKI　und　Hiroko　Tohma

　　Der　Bezirk“NW－Teil　der　neuen　Stadt　Tama”1iegt　auf　dem　Tama　Plateau．　Seine

Gesamt－Flache　umfa13t　etwa　430　ha．

　　Geomorphologisch　bilde£der　NW－Teil　der　neuen　S£adt　Tama　ein　welen　f6rmiges　Plateau

in　el無er　mlttleren　H6henlage　170　m且．　M，，　das　durch　kleine　FIOsse　zerschnitLen　wlrd．　Auf

einer重ertiaren　Sandsch玉cht　lieg£m註chtiger　Kanto－Lehm，　der　aus　vulkan玉scher　Asche　hervor－

gegangen　ist．　　Die　Gege豆d　hat　ein　mildes　Kl玉ma　mit　e圭ner　durchschnittlichen　Jahres－

Temperatur　von　14．5。C　und　eiRem　mittlere簸Jahresn玉ederschlag　von　2000mm・Der　ganze

Bezirk，　der　von　der　Mit皇e　von　Tokyo　nur　40km　entfernt　ist，　hat　seine　Eigenart　als　landlich

genutzte　Flache　mit　zerstreut　l1egenden　D6rfem　bis　heute　bewahrt．　Die　alluvialen　Flachen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コwerden　als　Reisfelder，　d1e　sanften　Ha且ge　und　das　Pleauteau　als　Acker，　Mahwiesen，　Forsten，

seku無dare　Walder　und　auf　andere　Weise　genutzt．

　　Vo且1973　b主s　1975　haben　w圭r　im　Auftrag　der　Stadt　Tokyo　hier　pflanzensoziologische

Studie無ausgef廿hrt．　Zahlreiche　Vegetatio簸saufnahmen，　die　auf　gesamten　studier亀en　F1且che

gemacht　wurδen，　s玉nd　mit　Vegetat玉onsauf盒ahmen　u総d　Tabellen　der　weiteren　Umgebung　zu

10As＄oziat圭onen　und　7　weiteren　Gesellschaften　zusammengestellt　worden（vergL　P．87－88）．

　　Auf　der　Gr脇dlage　dieser　Pflanzengesel｝schaften　ist　im　Gelande　eine　Karte　der　realen

Vegetation，　eine　Karte　der　potentie11狂at酎ichen　Vegetat1Qn　（jede　im　MaBstab　l二10　GOO）

erarbeitet　worden，　von　denen　eiIle　Karte　der　Vegetations－Funktion　abgeleitet　wurde．

　　Aus　der　Kar£e　der　realen　Vegeta£ion，　die　26　Ei登heiteten　enthait，　geht　hervor，　da8　das

Queτcetum　ac“tissimo一一一serrataediegr6BteFlacheein捻immt，　Die　Karte　der．

potent圭ell　nat礒rlicheR　Vegetation，　in　der　7　Ei曲eiten　u且terschieden　werden，　zeig七，　daBδie

meis£enFlachendesPlateauszurTypische無Subass．　des　Quercetum　myrsin－

aefoliaegeh6ren．　Entla鍛gdenTalernkommendas　Orixo－Zelkovetumserra£ae

und　die　Q祝α一〇㍑5α6厩∫∬勿zo一／IZ72㍑∫ブ妙。／zゼ6α一Gesellschaft　sp註rlich　vor．　Die　Alluvia1一一Flachen

InUssen　zur飢2・αg痂，ε5　co解77耀ηゼ5一．AZ7躍5ノψoπゼ6α一Gesellschaft　gerechnet　werden．　Auf
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Grund　der　Karten　der　realen　und　der　potentiell　natUrlichen　Vegetation　haben　wir　durch

Verg圭eich　der　verschiedenenユnensch亙ichell　Eilユf1麺sse　sowie　der　Bodennutzung　die　Karte　der

Vegetations－FuRktlon　（1：10000）gewonnen．　Diese　Karte　wird魚r　den　Bezirk　der　neuen

Stadt　Tama　in　5　Stufen：Gebiete　m1t　Naturschutz－Aufgaben，　Gebiete　mit　Umweltschutz－

Aufgaben，　Wohnvierte1－und　Erholungs－Gebiete，　Landwirtschafts－Gebe1ete　sowie　Ge－

schaft－und　　Sied1撒gs－Gebiete　gegliedert．　Die　Karte　der　VegetatieRs－Funktion　ist　aus

der　vergleichenden　Auswertung　beider　Vegetationskarten　und　der　vielse量tigen　laag　andaue－

mden　menschiichen　Wirlくungen　sowie　der　verschiedenen　Standorte　hervorgegangen．　Sie　ze量gt

fUr　die　verschiedenen　Standorte　auf　GruRd　ihrer　potentiellen　　Vegetation　das　dauerhafte

Leitungs－Potent玉a1．

　　Auf　Grund　dieser　Karten　der　realen　und　potentie1王natUrlichen　Vegetation　sowie　der

Vegetations－Funktion　werden　fUr　den　Umweltschutz　und　f惚die　Schaffung　einer　stalldorts－

gemaβen　Umwelt　　in　der　neuell　Stadt　Tama　vegetationskundliche　Vorschlage　gemacht．
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